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はじめに：本研究の目的 

 

セノーテと聞いてすぐにその正体を想起できる日本人は、スクーバダイビングに精通してい

る人物、あるいはマヤ研究にその身を置いている研究者だけであろう。それ程、このセノーテ

という存在は、日本においては未だ広く知られてはいない。セノーテに言及している日本語の

資料の多くはスクーバダイビングのための商業的なものであり、セノーテ自体を詳細に説明分

析している学術的資料はごくわずかである。そこで、本研究では、多角的にセノーテの概要を

俯瞰し、系統的にセノーテ全般の実態を分析するという側面を第一の目的としている。 

本論文では、メキシコ東部のユカタン半島の北部低地帯に点在するセノーテを主たる事例と

してとりあげているが、分析アプローチをいくつかに分けて、セノーテの姿を描くことを試み

ている。まず、第一に、自然科学の地形として定義されるセノーテである。第１章の第 1 節で

は、セノーテの形成過程や構造に着目して、地形としてのセノーテを分析する。第二に、考古

学および人類学の視点から過去に研究されてきたセノーテを考察する。セノーテを語る中で必

ず登場するのは、この地に住むマヤ人であり、マヤ人はセノーテとともに生きてきた歴史を持

っている。第 1 章の第 2 節では、マヤ文明の概要を編年やその特徴とともに論述し、セノーテ

と人間（マヤ人）との関わりについて論証する。また、セノーテそれ自体が考古学という学問

分野の研究対象となっている以上、その周辺に存在する遺跡群とセノーテとの関係性は切り離

して考察することはできない。したがって、第 2 章では、マヤ文明と関わりのある特定のセノ

ーテにおいて過去に試みられてきたセノーテの探検や発掘の歴史という観点から見たセノーテ

について言及していくことにする。しかしながら、本論文のテーマの中心はあくまでもセノー

テであり、過去から現在に至るまでセノーテが人間にどのように使用され、取り扱われ、解釈

され、さらには、どのように人類がセノーテとの関係を持ってきたのかを本論文では網羅的に

語ることを試みている。 

私とセノーテの出会いは 5 年前にさかのぼる。2016 年３月１日にメキシコのカンクン国際

空港に降りたった私は、これまで感じたことのない中米の猛暑に面喰いつつも、これから潜水

をするセノーテを想像し、興奮を抑えられずにいたことを鮮明に記憶している。現地の日本人

ケーブダイバーである松永達也ダイバーと合流し、カンクンから車で南に 1 時間ほどのプラ

ヤ・デル・カルメンの街に向かった。現在は主にアメリカ人にとっての一大リゾート地として

栄えるこの街の陽気な雰囲気を感じながらも、早速、翌日の早朝に私はセノーテへ向かう車の

中にいた。普段のダイビングと異なり、目指す場所は海ではない。深く茂った熱帯雨林の中、

未舗装の道を進むとその先には驚くべき光景があった。それから 1 か月間、自分は松永ダイバ

ーが経営するイグアナ・ダイバーズ社で補助業務をしながら、セノーテにおいて潜水トレーニ

ングを受けることになった。そこで出会った多くのセノーテと現地ダイバーの熱意に魅せられ
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たことが、この研究を始めるそもそものきっかけである。このセノーテの研究の先にあるセノ

ーテの活用およびセノーテの保護活動には、こうした熟練ダイバーたちの存在は必要不可欠で

ある。今なお第一線で日々、セノーテの調査にあたっている彼らケーブダイバーたちがいかに

セノーテと向き合っているのかという点は、セノーテを語るうえでは看過できない重要な側面

である。そのため、本論文の第 3 章では、彼らケーブダイバーが持っているケーブダイビング

の技術に関する側面と、そのセノーテにおける潜水実態の分析も行う。 

本論文が、セノーテの存在とその学術的評価、ならびにダイビングの対象としての価値を広

く普及させる一助となり、セノーテの保護活動や広くマヤ研究の発展に微力ながらも貢献でき

れば幸いである。 

  



 

3 

 

 

第１章 セノーテとは 

 

第 1 節 地形としてのセノーテ 

 

セノーテ周辺の地理 

 

  

図１：ユカタン半島周辺図（作図：赤松） 
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 セノーテとは、その一部がグアテマラとベリーズにまでおよぶ、中米メキシコの南東部に位

置するユカタン半島の北部に点在している天然の泉のことである（図１）。メキシコ湾とカリ

ブ海に突出するように形成されているこのユカタン半島は、面積約 18 万平方キロメートルと

非常に広大で、その大部分が深い熱帯雨林に覆われている。このユカタン半島の北部低地帯

に、3500 個以上のセノーテが現時点で確認されている。 

 ユカタン半島でもセノーテのあるユカタン半島北部低地帯では、熱帯気候が観察されるが、

雨季と乾季が明確に存在することから、細分化すればサバンナ気候（Aw）に属している。11

月から 3 月頃までが乾季、6 月から 10 月までが雨季にあたり、雨季とはハリケーンによる影

響を多く受ける時期でもある。平均最高気温は 1 年を通して高く、摂氏 30 度を下回ることは

ほとんどない。自分がユカタン半島に滞在したのは 3 月から 4 月にかけてで、乾季の終わりご

ろであった。このような気候帯の中米で比較的多く見られる作物は、トウモロコシが代表格で

ある。ユカタン半島北部も同様で、古代からトウモロコシの栽培が盛んであった。メキシコの

全農地面積の約半分はトウモロコシ畑であり、ユカタンの人々にとっても必然的にトウモロコ

シは主食である。日本でもなじみ深いメキシコ料理（この場合、マヤ人やアステカ人の料理を

母体としてコンキスタドール以降スペイン料理の影響を受けて完成した食文化をいう）として

タコスがあるが、ここで使用される皮の部分のトルティーヤは、トウモロコシの粉（メタテと

いう石器を用いて作られ、古典期後期頃から作られていたとされる）を練って伸ばしたもの

を、コマルというフライパンのような薄い土器で焼いたものである。現在は、フライパンは鉄

製のものが主流である。また、サルサ（スペイン語でソースを意味し、主にトマトベースに豆

類、コリアンダー、トウガラシなどから作られる）としても使われるトウガラシやトマト、カ

ボチャ、インゲン豆等の豆類、ジャガイモ、サツマイモなど多くの農作物も、新大陸原産であ

る。この地域は、古代から豊かな農耕文化を持っていた。余談であるが、ポインセチア、コス

モス、マリーゴールドなど日本でなじみのある観葉植物もメソアメリカに起源を持ち、私たち

日本人もメソアメリカから多くの恩恵を受けていることがわかる。私が現地プラヤ・デル・カ

ルメンに滞在中も、マヤ文化にルーツを持つ食文化を多く経験できている。欧米諸国に比較し

てみても、一つの料理に使う食材が非常に多く、風味を重ねた料理は、日本人にも馴染みやす

い料理であると感じられる（図 2）。 
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図２:プラヤの街中でもよく見かけるタコスは現地では一般的な食べ物で、 

トルティーヤの上にひき肉、サルサ等が乗っている。（撮影：赤松） 

 

 次に、ユカタン半島を取り囲む海洋の性質に言及する。前述したように、ユカタン半島は北

にメキシコ湾、東にはカリブ海とちょうど 2 つの海域を遮るように突出して位置している。そ

のため、南アメリカ東岸を流れてきた南赤道海流がカリブ海流として流れ込み、ユカタン半島

に向かって西流してくる。この海流はユカタン海峡（キューバとユカタン半島の間に位置する

海峡）からメキシコ湾へ抜けて、メキシコ湾流となって北大西洋に流れる。この一連の海流

は、南インド洋海流や黒潮などとならぶ世界的な暖流であることから、カリブ海は摂氏 24 度

という高い平均水温を保っている。 

ユカタン半島に滞在中、現地の松永ダイバーと一緒に、セノーテでの潜水の合間の時間を使

用して、トレーニングの一環として海での潜水も行った。拠点となったプラヤ・デル・カルメ

ン沿岸の沖合約 10 キロに浮かぶコスメル島沿岸での潜水は、特にこの地域の海底の様子を如

実に表しており印象深い。コスメル島は南北約 48km 幅約 16km の小さな島で、ユカタン海峡

に西端に位置している。島のヨットハーバーから長さ 7m 程の小舟にスクーバ器材を背負い、

乗り込み、少し沖合に出ると背中から海に落ちるようにして潜水を開始した。水中に潜行する

につれてまず驚いたのは、潮流の強さであったが、少し慣れると次は透明度の高さに驚愕し

た。この海域の透明度の高さは、海水の塩分濃度の高さに起因している。海水の平均塩分濃度

は約 3.4％、比較的透明度が高いといわれる黒潮で約 3.5％であるのに対し、カリブ海の平均

塩分濃度は約 3.6％である。その透明度の高さから、30m 眼下の海底の様子も一望することが

できる。そこには、ハードコーラル（硬い骨格を持つサンゴ）が広く定着し、それに起因した

石灰性の白い砂地がサンゴ礁の間に広がっている（サンゴ礁の多い海域では一般的にサンゴが

死んで砕けた石灰性の砂地が多くみられる）。これに近い環境は、日本では沖縄周辺の南方海

域で多く見られる。沖縄周辺は、暖流である黒潮の流域に位置することによる海水温の高さゆ

えの恩恵であるのに対し、コスメル島沿岸を含むユカタン半島周辺海域では、前述した暖流域
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に位置していることがゆえによるものである(図３，図４)。 

 ユカタン半島の位置を地球物理学的観点から見れば、北アメリカプレートの下縁に位置し、

南にはカリブプレート、太平洋側にはココスプレートがカリブプレートに沈み込み中米海溝を

形成しており、これは環太平洋造山帯に沿う一連の海溝の一つである。それに起因し、ユカタ

ン半島は隆起によって形成されており、地表に見えている部分はユカタン半島よりさらに広域

に広がるユカタン卓上地の一部である。前述したようにサンゴ礁が広がる海域から隆起したユ

カタン半島北部は、多くの石灰岩の地層（石灰質の骨格を持ったサンゴの遺骸が海底に堆積す

ることでできる地層）を含んでおり、これはセノーテの形成過程を説明する上で重要な特徴と

いえる。 

 

     
図３:サンゴの遺骸が堆積した白い砂浜（撮影：赤松）     図４:コスメル島周辺のハードコーラル（撮影：赤松） 

 

 

セノーテの形成 

 

 先節の冒頭において、セノーテとは天然の泉であると定義したが、より正確に言い換えれ

ば、地下水脈系が地盤の陥没によって地表に現れた地形と説明できる。様々な様相を持つセノ

ーテの形や規模、内部構造に関して、まずはその分類及び分析を実施する。 

 ユカタン半島の地盤の大部分がサンゴ礁に起因した石灰岩の地層を含んでいるという地質学

上の事実は前述した通りであるが、その化学的性質に着目すると、石灰岩の主成分は炭酸カル

シウムである。炭酸カルシウムは酸性溶液に溶けるという化学的性質を持っているため、ユカ

タン半島のように地殻の変動による隆起によって石灰性の地層が地表近くに現れると、二酸化

炭素を多く含んだ弱酸性の雨水等による浸食（溶解）が発生する。多孔性の石灰層はすぐに水

を吸収し、そのうち軟らかい部分の浸食速度が早いため、石灰岩が部分的に浸食され、穴の開

いたチーズのような様相に変化する。この過程はスポンジワークと呼ばれ、浸食作用の初期段

階である。石灰層に染み込んだ地下水はもっとも抵抗のない経路を作り出すが、これは層理面
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（石灰層同士の境界）や、岩石の割れ目で起こり、スポンジワークの相互作用により隙間を広

げるように水路直径を広げていく。一般にこうした水系では、水路直径が 9cm を超えると浸

食速度が加速し、最終的には水路が相互的に接続され迷路のような地下水脈系を形成する。こ

の浸食過程は石灰岩地層に洞窟を形成し、それが次第につながって、巨大な地下空洞を生み出

す。 

 

  

            図５:セノーテ・カラベラの入り口（撮影：赤松） 

  

図６:潜水のため飛び込む（撮影：松永）        図７:カラベラ内部から見た開口部（撮影：赤松） 

  

 こうした石灰岩地層に形成される地形を一般的にカルスト地形と総称するが、ここユカタン

低地北部もまさに大規模なカルスト地形である。通常、カルスト地形においては地下鍾乳洞の

陥没がドリーネ(擂鉢穴)を形成し、それが周辺でいくつも起こり、ドリーネの集合体が一つに

なることで、より大きなウバーレ（連合擂鉢穴）を形成するが、このうちセノーテはドリーネ

にあたる。特に、石灰岩が地表面に露出している部分に雨水等が溜まることで、小さなひび割

れを生み、そこを起点として次第に大きな陥没穴（ドリーネ）になる。図５，図６，図７は、
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プラヤの街からさらに南に車で 1 時間ほどの地点にあるトゥルムの近郊にあるカラベラと呼ば

れるセノーテで、比較的穴の規模は小さいが、セノーテが陥没により地表に現れたという特徴

が顕著にうかがえる。 

セノーテの内部をより深くまで潜水していくと、この空間が鍾乳洞であることが明確にわか

る光景に出会う。内部の天井や底面からはおびただしい数の石柱（つららのように洞窟内部の

天井から連なる生成物）や石筍（洞窟内部の天井からしたたり落ちた水滴により底面から生え

るようにできる生成物）が連なる（図８，図９，図 10）。この石柱や石筍と呼ばれる内部構造

は、雨水等が地下空洞内部を浸食する過程において多量の炭酸カルシウムを溶解しているが、

空間内部で空気に触れることで可逆的に結晶化した生成物であり、鍾乳洞を形成する特徴的な

構造である。これら石柱や石筍の成長速度は各洞窟によって大幅に異なるというのが現在の定

説であり、その速度はその地点における水質や溶解濃度によるという。一般的には、1 ㎝成長

するのに 100 年～2000 年を要する。セノーテ内部で見ることができるものは大小様々である

が、大きいものは 3m 近くにまで成長している(図８)。セノーテの内部は長い年月をかけて形

成されてきた一方、これらは成長の止まった石柱、石筍である。理由は、すでに水没している

からに他ならない。正確には、内部に僅かに空間が残っている部分（現地ダイバーにはエアド

ームと呼ばれる）もあり（図 11）、そこでは通常の鍾乳洞同様の石柱や石筍の成長過程の進展

が観察できる。 

 

  

図８:3m にも及ぶ石柱（撮影：赤松）      図９:石柱と石筍の間を潜っていくダイバー（撮影：赤松） 

  

図 10:セノーテ・チャックモールの石柱群（撮影：赤松） 図 11:セノーテ・ドス・オホス内のエアドーム（撮影：赤松） 
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図 12:セノーテ断面模式図（作図：赤松） 

 

 ユカタン半島北部低地帯にある地下鍾乳洞群は水没して、ほとんど成長の止まった洞窟であ

る。セノーテを含む地下空洞の水没には二つの要因がある。一つ目は、この地下空洞が地下水

脈系としても機能し、地下水はやがて海まで流れ出ていることである。これに起因して、ユカ

タン半島北部低地帯には大規模な河川や湖沼は存在しない。いわば、この地における川や沼は

すべて地下にあるといっても過言ではないだろう。二つ目の要因は、氷河期である。氷河期に

海水面の標準が低下していた時期には、水没せずに、成長を続けた地下空洞が、氷河期以降の

海水面の上昇に伴い、地下水面も次第に押し上げられるように上昇し空間が水没するに至っ

た。これは、一つ目の要因として挙げた地下水脈の出口が海であることと相互的に関係してい

る（図 12）。 

 つまり、セノーテとは氷河期まで成長した地下空洞が、氷河期以降の海水面上昇に伴い水没

し形成された地下水脈系が陥没により地表に現れた地形と要約できる。 

 次に、ユカタン半島北部低地帯のセノーテの分布の特徴について説明したい。図 13 の上の

白い点は、ユカタン半島における確認されたセノーテの分布を示している。この図から、セノ

ーテがユカタン半島東岸沖を中心とした円弧上に分布していることがわかる。これはセノー

テ・リングと呼ばれる現象であり、原因は隕石の衝突によるクレーターである。このクレータ

ーは、中心部近隣の地名からチクシュルーブ・クレーターという名がつけられており、約

6604 万年前の隕石の衝突によってできたものとされている。セノーテ成因に直接的に関係し

ているという訳ではないが、クレーター内部と外部で石灰地層の深さが異なるため、クレータ

ーの縁上にセノーテが集中していると考えられている。図 13 は、カナダの地質調査隊とアサ
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バスカ大学、メキシコ国立自治大学、ユカタン自治大学によって行われた石油探査のための調

査過程において、1947 年に作成された重力分布図を元に作られたものである。つまりこれは

重力分布データによってクレーターの位置を表したものであるが、ここではあくまでもセノー

テの分布の特徴として紹介するに留めておきたい。 

 

 

図 13:チクシュルーブ・クレーターの重力分布図、白い点はセノーテを示す（http://miac.uqac.ca/MIAC/chicxulub.htm） 
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セノーテの構造 

 

 私は、1 か月の潜水トレーニングの過程において 40 回近い潜水をセノーテにて行い、11 か

所のセノーテを潜ることができた。ここでは、そこでの実見と現地ダイバーの情報を元に、セ

ノーテを構造的な観点で分類を試みたい。 

 潜水を実施したセノーテは、下記の通りである。 

 

 １．セノーテ・チャックモール（Cenote Chac Mool） 

 ２．グランセノーテ (Gran Cenote) 

 ３．セノーテ・タージマハ (Cenote Tajima Ha) 

 ４．セノーテ・エル・ピット (Cenote El Pit) 

 ５．セノーテ・ドス・オホス (Cenote Dos Ojos) 

 ６．カサ・セノーテ (Casa Cenote) 

 ７．セノーテ・ドリームゲート ( Cenote Dream Gate) 

 ８．セノーテ・アンヘリータ (Cenote Angelita) 

 ９．セノーテ・ノホッチ (Cenote Nohochi) 

 １０．セノーテ・カラベラ (Cenote Caravera) 

 １１．セノーテ・カーウォッシュ (Cenote Carwash) 

 

 前項までの中で記した形成過程を経て地表に現れた陥没穴は、すべてセノーテである。その

中でも人の手が入り管理がされているセノーテは約 50 個程であり、それ以外の多くのセノー

テは立ち入りが困難、もしくは立ち入り不可能な条件を持っていることが多い。理由として

は、その多くが熱帯雨林の奥地にあり、いまだセノーテまでの道が整備されていないことや、

セノーテ自体の入り口が人間の入ることができない程に狭矮であることなどが挙げられる。一

方で、そうしたいわば未開拓のセノーテへの調査、探査を目的とした立ち入りを試みる現地ケ

ーブダイバーが多くいることも確かであり、これらを例外として議論することなしに本論文を

終えることはできない。後者のセノーテに関しては、第 3 章のケーブダイビングの節の中で論

述したい。 

 この項では、前者の現地における一般的に潜水可能とされ、商業的なスクーバダイビングス

ポットとして開放されているセノーテを例に挙げ、構造別に分類することでセノーテの構造を

分析する。すわなち、セノーテを、縦穴型セノーテと横穴型セノーテにまずは分類する。 
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縦穴型（sinkhole）セノーテ 

  

図 14:ピットのシンクホール内部（撮影：赤松）         図 15:ピット断面模式図（作図：赤松） 

 

 ユカタン半島のセノーテでもっとも多いタイプのセノーテが、この縦穴型のセノーテであ

る。この縦穴という構造的特徴から、現地ケーブダイバーの間ではシンクホールとも呼ばれて

いる。先に紹介したセノーテ・カラベラ（図５，図６，図７）も他のセノーテと比較すると開

口部の規模はとても小さいが、同じシンクホールに分類されている。 

 自分が実際に潜水を行ったセノーテの中でシンクホールに分類される代表的なセノーテとし

て、セノーテ・エル・ピット（Cenote El Pit）、セノーテ・アンヘリータ（Cenote Angelita）

を事例としてとりあげて、その構造的特徴を見ていきたい。 

 縦穴型セノーテはその名の通り、開口部から水底までほぼ垂直に水域が広がっている。その

水深や開口部の規模は大小様々であるが、例に挙げたセノーテ・エル・ピットとセノーテ・ア

ンヘリータでは、シンクホールの水底において水深約 60m、セノーテ・カラベラでは水深約

7m である。シンクホール内部は、開口部と比較して、穴直径が大きいことが特徴で、断面が

瓢箪型になっていることが多い。 

縦穴型セノーテも地下水脈系の一部であり、陥没により形成されているため、シンクホール

下部では穴が横に延びて、水脈系（ケーブダイバーには Cave Passage と呼ばれているため、

以下パッセージと呼称する）に接続される。このパッセージに対するシンクホールの相対的位
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置によって、それぞれのシンクホールは、インライン・シンク（Inline Sink）、オフセット・

シンク（Off Set Sink）または、クローズド・シンク（Closed Sink）としてさらに分類され

る。このうちインライン、オフセットは、地下水脈系に接続されたセノーテであるのに対し

て、クローズド・シンクは水脈系からは隔離されているセノーテのことを指す(水脈系からの

水の流入若しくは流出のないセノーテ)。インライン・シンクと呼ばれるセノーテでは、主流

となっているパッセージの真上に陥没が起こり形成されたものを指す。一方、オフセット・シ

ンクは、主流のパッセージの横に陥没が起こり水脈系に接続されているものを指している。こ

れらの分類はあくまでも、ダイバーが潜水を行うという前提に立った際に有用な分類法である

（図 16)。また、インライン・シンクやオフセット・シンクのように、シンクホールがパッセ

ージに接続されたまま発達すると、多くの場合、シンクホールから延びるパッセージの一方か

ら水の流入があり、もう一方に水が流出するように一つのセノーテが形成される。この時、シ

ンクホールに対し水を流入させているパッセージはスプリング（湧き水）であり、流出してい

るパッセージはサイフォン（吸い込み）になる。潜水を行う上でケーブダイバーは、スプリン

グであるパッセージについてはアップストリーム（水の流向に対して逆行する潜水となる）、

サイフォンであるパッセージはダウンストリーム（水の流向に対して順行する潜水となる）と

呼称されている。 

 

 
                 図 16：シンクホールの分類（作図：赤松） 

 

 セノーテ・エル・ピットは、プラヤ・デル・カルメンからトゥルムの街まで海岸線をなぞる

ように通る国道 307 号線の少しトゥルム寄り、国道の内陸側に位置している。インラインの

縦穴型セノーテとして、現地における知名度が高いセノーテの一つであり、毎日多くのダイバ

ーが潜水を行っており、私も滞在中に合計 3 回の潜水を行った。シンクホールではそのほとん

どにおいて、潜水過程で水深 30m 近くまで潜水を行うことになるため、通常のレジャーダイ

ビング（ケーブダイビング等のテクニカルダイビングの装備を持たず減圧過程を必要としない

潜水）では、減圧不要限界（後述）を超えないように、1 日 1 回のみの潜水として計画され

る。例えば、1 日 3 回のセノーテ潜水を計画しているような場合には、ピット等に代表される

水深の深いセノーテはその日の最初に潜り、後半 2 回の潜水は比較的水深の浅いセノーテで潜
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水を実施する。こうした潜水計画は、セノーテに限らずレジャーダイビングにおいても広く一

般的である。 

 ピットの陥没部の淵に立つと、眼下 10m 程下方に水面が見える。水面までは崖沿いに設置

された急な木製の階段下っていき（図 18）、水面付近に作られた踊り場から水面へは飛び込む

ようにして潜水を行う。セノーテは、その多くが人里から離れた熱帯雨林内部にあり、水面ま

でも補助的な設備なしにたどり着くのが困難な場所にあることは非常に多く、ピットのような

階段や足場、またタンクや機材を水面付近まで降ろすための簡易的な滑車等の設備が整備され

ていることが多い。このような設備は著名なセノーテでは、ダイバーのために整備されている

ことが比較的多く見られる。 

潜水を開始して徐々に水深を下げていくと、開口部よりさらに広い内部構造の全貌がみえて

くる。ピットは完璧な垂直縦穴ではなく、一方の内部壁がえぐられたような形をしており、え

ぐられた壁側からシンクホールの中心を向くように目を向けるとシンクホールの全貌がよくわ

かる（図 14、図 19）。潜水を行った時間は昼前であり、ピットは開口部が大きく開かれたシ

ンクホールのため太陽光が真上から差し込み、透明度の高さがより明確になる。ちなみに、セ

ノーテ全般の透明度の高さは世界有数である。しかし、その高い透明度にもかかわらず、水底

を見渡すことはできない。次第に水深を下げて水深 30ｍに達した時に、はじめてその理由が

判明する。中央部には堆積物の木々の先端が少しだけ見えているが、その辺り一面が白濁した

靄のようなもので覆われていたためである。したがって、水深 30ｍより下は目視することが

できなかったのである。 

シンクホール内部には、開口部が大きく開かれていることに起因し多くの堆積物がある。こ

れらは中央部を頂部とした円錐形に堆積しており、これをデブリス・コーン（Debris Corn）

と呼ぶ。このデブリス・コーンはほとんどのシンクホールで見られ、崩落した天井や周辺の熱

帯雨林からの落ち葉や倒木、生物の死骸等で構成されている。これら堆積物に含まれる有機物

から還元作用により発生した硫化水素が水中に浮遊し、白い靄のように見えるのである（図

20）。この硫化水素の層が光を遮断していることが、水底が見えない主たる要因である。レギ

ュレーターを咥えて硫化水素を含む水を直接吸入しなければ潜水は可能であるが、実際にダイ

バーが硫化水素の層に入ると光が遮られ、自身が持つライトの光が乱反射し、視界を失う。ま

た、前述したように、セノーテ内部には海水の流入があり、ピット内部では密度の違いにより

水面から 30m までが淡水、30～35ｍが硫化水素、35～60ｍが海水というように層になって分

かれている。これは多くの縦穴型セノーテで見られる。このうち海水と淡水が層になって分か

れている境界線をハロックライン（Haloc Line）と呼ぶ。 
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図 17:ピットの開口部（撮影：赤松）            図 18:ピットの水面まで降りるための階段（撮影：赤松） 

  

図 19:ピット内部から見上げた開口部（撮影：赤松）      図 20:ピット内部の硫化水素層（撮影：赤松） 

 

 国道 307 号線をトゥルムの街を少し過ぎたところまで行った内陸側にセノーテ・アンヘリ

ータがあり、このセノーテもセノーテ・エル・ピット同様、大規模な縦穴型セノーテである。

セノーテ・エル・ピットよりも構造が完璧な縦穴に近い（図 26）。開口部の水面は広く、水面

と周辺地表面の高さも非常に近いため、印象としては熱帯雨林の中にある沼のように見え、陥

没してできた穴といった印象は受けない（図 21、図 22）。内部を構成するのはセノーテ・エ

ル・ピット同様に、水深 30m 付近までが淡水で、水深 30m 付近を頂部としたデブリス・コー

ンの周辺に硫化水素の層、さらに下方 60m までは海水の層が続いている。セノーテ・エル・

ピットに比較して開口部がより広く開かれており、閉鎖されていないセノーテ・アンヘリータ

では堆積物の量が多く、それに起因して硫化水素の層が濃く、より明瞭に淡水との境界線がわ

かることが特徴である（図 23、図 24、図 25）。 
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図 21：アンヘリータ水面（撮影：赤松）          図 22：アンヘリータの淵に作られた足場（撮影：廣瀬）           

  

図 23:アンヘリータ硫化水素層（撮影：赤松）       図 24:アンヘリータのデブリス・コーン頂部（撮影；赤松） 
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図 25:アンヘリータ硫化水素層付近のダイバー（撮影：松永）     図 26:アンヘリータ断面模式図（作図：赤松） 

 

ここで、上記した減圧不要限界（Non Decompression Limit＝NDL）について付言しておき

たい。減圧不要限界とは、ダイバーが減圧停止を必要とせずに、その水深に留まることのでき

る時間の上限のことを指す。一般的にレジャーダイビング（スポーツダイビング）では減圧不

要限界内での潜水が推奨される。シリンダー（タンク）内の圧縮空気に含まれる窒素が、圧力

下においては高密度で体内に溶け出し、蓄積される（窒素曝露）。これが浮上に伴う周囲の圧

力の低下により、血中の窒素が飽和、気化することで身体に悪影響を及ぼす（減圧症）。その

ため、減圧不要限界を超える潜水では、段階的に体内窒素の排出を行いながら浮上する段階減

圧という過程を踏むが、減圧には確かな知識と器材を必要とする他、水中滞在時間も長時間に

なるため、レジャーダイビングでは通常は、減圧不要限界を超える潜水は行われない。 

また、減圧不要限界を超えない潜水において、連続して数回の潜水を行う場合は最初の潜水

から潜水回数が増えるほどに体内に溶解した窒素量は増えていく。これは潜水終了後も一定時

間は体内に窒素が残留しているためであり、この理由から通常、連続した潜水を計画する場合

は、より深深度の潜水から行い、徐々に 2 回目の潜水からは 1 回目より水深の浅い潜水を計画

する。 
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横穴型セノーテ 

  

  

図 27:ドス・オホス入り口内部（撮影：赤松）     図 28:ドス・オホス三日月型の入り口（撮影：赤松）    

 

 ユカタン半島北部低地帯には、横穴型セノーテも多い。これは前述したダイバーによる分類

では、インライン・シンクまたはオフライン・シンクに分類される。陥没によって地表に現れ

たという点では他と相違はないが、デブリス・コーンが発達しているということで、セノーテ

入り口の水面の露出面積が縦穴型に比較すると極端に少ない。また縦穴型セノーテでは主に水

面が円形を描くのに対し、横穴型セノーテではデブリス・コーンが水面上まで堆積しているこ

とに起因して、水面が円形の一方の縁に追いやられるようにして形成され、三日月型に近い状

態に露出していることが多くみられる（図 28、図 31）。横穴型セノーテの代表例として、セ

ノーテ・ドス・オホス（Cenote Dos Ojos）とセノーテ・チャックモール（Cenote 

Chacmool）をとりあげる。 

 セノーテ・ドス・オホスは、縦穴型セノーテの例として紹介したセノーテ・エル・ピットの

近くにある大規模な横穴型のセノーテである。セノーテ・エル・ピットとセノーテ・ドス・オ

ホスは、同じサック・アクトゥン水系（Sac Actun System）にあり、2018 年にはメキシコの

水中探査プロジェクトチーム Gran Acuifero Maya (GAM)のダイバーによる潜水により、サッ

ク・アクトゥン水系とドス・オホス水系は接続されているという事実が判明した。このサッ

ク・アクトゥン水系は、全長 347km の世界最大の水中洞窟である。このようにセノーテは大

きな水系の一部であり、多くのセノーテはお互いに接続されていることが確認されているが、

未だに発見されていない多くのセノーテとも接続されている可能性は大いに残っている。 

セノーテ・ドス・オホスは、ヨーロッパのダイバーの間でもっとも著名なセノーテであり、

年間を通し多くのダイバーが訪れるため、セノーテ周辺設備も充実し、観光地化が進んでいる

セノーテの一つである。また、国道沿いに位置しているため、都市部からのアクセスの良さも

その理由の一つであるが、一番の理由はその規模である。通常、レジャーダイビングではケー

ブ（常時自然光の入らないエリア）での潜水は行わず、カバーン（自然光の入るエリア）での

潜水を行うが、このセノーテ・ドス・オホスはカバーンエリアがとても広く、ビジターダイバ
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ーにはそれが喜ばれている（図 27、図 28)。 

セノーテ・ドス・オホスをはじめとする横穴型セノーテでは、開口部の水面が比較的開かれ

ていないことから堆積物が少ない。入り口付近では、多少の木々や枯れ葉などが確認できるも

のの、内部にはほとんど存在しない。そのためシンクホールと比較して浅水域の透明度が高い

事や、前述の硫化水素の層が形成されないため、内部では非常に明瞭なハロックラインが確認

される。潜水過程においてハロックラインを上層の淡水層から下層の海水層へ超えようとする

際、ダイバーには注意が必要である。特にダイバーが縦一列に進行する場合は、前のダイバー

のフィンキック（足掻き）によって海水と淡水が混合されることで、視界がゆがむように見え

ることがある。これはコップの水にガムシロップを入れた瞬間の光景とよく似ている（図

29、図 30)。 

 セノーテ・チャックモール（チャックはマヤ文明圏において雨の神を意味する）も横穴型セ

ノーテとしては規模が大きく、著名な点では相違ないが、セノーテ・ドス・オホスと比較する

と開口部はより閉鎖的である。前述した三日月型の水面という点に関しては、セノーテ・チャ

ックモールの方が特徴が顕著にみられる（図 31)。 

 

  

 図 29:ハロックラインを超える瞬間視界が歪む（撮影：赤松） 図 30:ドス・オホスのハロックライン（撮影：赤松） 

  

図 31:チャックモール入り口の三日月型の水面（撮影：赤松）     図 32:チャックモール閉鎖的な入り口（撮影：松永） 
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第 2 節 マヤとセノーテ 

 

 メキシコという国は約 1 億 3000 万人の人口を有し、その人口の 6 割近くをメスティーソが

占めている。メスティーソはスペイン人と先住民族の混血を意味し、ここでのスペイン人とは

16 世紀のコンキスタドールによってこの地に流入したスペイン人を源流としている。メキシ

コには 70 を超える先住民族が存在するが、特に自分が訪れたユカタン半島からメキシコ国境

を南方に超えホンジュラスにかけては、マヤ語族が文明を築いたという歴史が残っており、今

もなおこの地に生きる人々にはマヤの血が流れている。私が初めてメキシコに訪れる以前にメ

キシコ人と聞いて想起していたのは、前者のメスティーソの顔つきであった。メスティーソを

はじめとして、多くのヨーロッパ人との混血がメキシコには多く、それにともない面相には堀

の深いヨーロッパ人の面影を感じるが、私がプラヤ・デル・カルメンの街で出会った地元のメ

キシコ人はメスティーソとはまったく違う人相をしており、最初は困惑したことを覚えてい

る。メスティーソに比べ比較的小柄で、褐色の肌の彼らの多くはマヤ語族であり、今もマヤ語

族は現代に生き、文化継承がされているという事実を目の当たりにした瞬間であった。 

 

マヤ文明概略 

 
図 33:マヤ文明圏遺跡所在マップ（作図：赤松） 
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 マヤ文明を築き上げ、今もなおその文明を継承し続けている民族の源は、モンゴロイドの

狩猟採集民である。モンゴロイドとは、形態人類学の一つの分類であり、日本語では黄色人種

を意味するが、適用される範囲が人類学者によってさまざまに変化している。そこで本論文に

おけるモンゴロイドの定義としては、「環太平洋人」を使用したい。彼らは、1 万 2000 年ほど

前の氷河期にアジア大陸からアメリカ大陸に渡った初めての人類とされている。マヤ文明が発

達した現在の場所に人類が足を踏み入れたのは紀元前 1 万年頃であり、紀元前 1800 年頃には

小規模な農耕民集団が発生し、移動を繰り返しながら半定住生活を行っていたらしいというの

が現在の学説である(図 38)。 

マヤ文明の遺跡・遺物の中でもっとも古いものは、グアテマラ北部のペテン県パシオン川流

域に位置するセイバル遺跡で発見されている。セイバルとはスペイン語で「セイバの木が生え

る場所」を意味する。マヤ人の精神的世界は、天上界・大地・地下界に分けられるが、このセ

イバの木はそれら 3 つの世界にまたがってそびえる象徴としての意味があったとされている。

このセイバル遺跡において大規模な発掘調査は大きく分けて二度行われているが、特筆すべき

は二度目の調査であり、ここでの発見はマヤ文明の起源を知るうえでの通時的研究に新たな視

角をもたらした。一度目の調査はゴードン・ウイリー（Gordon R. Willey）率いるハーバード

大学の調査チームによって、1964 年から 1968 年まで行われた。ここが、9 世紀のマヤ文明で

は最大の都市であったことが判明した他、土器の解析による編年の確立など、マヤ研究におい

て指標になるべく調査であったことに疑う余地はないが、広範囲におよぶ遺跡分布の調査、遺

跡の平面図の作成に主眼が集中したということに起因し、セイバル遺跡の衰退時期にその研究

の焦点が当てられた。すなわち、セイバル遺跡の建設初期の研究については、手つかずであっ

たのである。二度目の調査は、各国の研究者を集めた多国籍調査隊によって、2005 年から現

在にいたるまで発掘作業が継続している。発掘の結果、紀元前 1000 年前の地層にピラミッド

の基壇が発見された。これは、それまでマヤ文明における大規模建設活動が始まったとされて

いた時期よりも 300 年程古く、紀元前 1000 年前にはすでに、彼らが大規模な神殿を建設して

いたことを証明する証拠となった。例えば、1986 年に発行され、当時高等学校で広く使用さ

れていた世界史用語集の記載では「マヤ文明とはユカタン半島で 6 世紀から 14 世紀まで栄え

た文明である。紀元前 500 年頃に起こり、4 世紀頃から都市の建設や神聖王の自治が顕著にな

った。10 世紀から 13 世紀に最盛期を迎え、16 世紀にスペインの侵略により文明は終焉を遂

げた。」とあり、これがすでに時代遅れの表現となってしまっているということが理解でき

る。セイバル遺跡での発掘調査による発見は、紀元前 1000 年には彼らマヤ人に都市建設が可

能であった人知とそれを中心とする権力が存在したことを明確に示しており、マヤ文明の「起

こり」は、紀元前 1000 年より更にさかのぼった時代にあると考えるのが妥当であると結論で

きる（図 38)。 

マヤ文明に生きた人々を私たちはマヤ人と総称し、あくまで単一の文明かのように語るが、

これは誤りである。マヤ文明に統一王朝が存在したことはなく、あくまで各地に林立した王都

を中心とし小国家が各地で自治を行っていた。戦争や交易が隣国間で行われていたことに起因
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して、類似した文化を共有していたこの地域の民族をマヤ人としたのは、スペイン侵略後の西

洋的視点が源流とされている。すなわち、当時のマヤ人たちは自分が属する王都に対しての帰

属意識はあっても、自分がマヤ人であるという帰属意識はなかった。同時に、統一王朝が存在

した文明が持ちうる共通語もなく、マヤ語族が使用していた言語には、ワステコ語、ユカテコ

語、キチェ語など多数が含まれる。いわゆる四大文明と比較すると、大河川流域での灌漑農業

や統一王朝の存在なしに、独自の発展を遂げたマヤ文明であるが、このような文明を形作った

大きな要因の一つに、マヤ文明の分布地域の自然環境、地理的な条件が存在している（図

33）。 

現代の国境線とマヤ文明が発展したとされる地域を重ねると、北はメキシコのユカタン半島

から、ベリーズ、グアテマラ、エルサルバドル、ホンジュラス西部にまでおよぶ。この広域な

中南米に広がった各々の地域に焦点を当てると、多種多様な自然環境が存在していることがわ

かってくる。前述したセイバル遺跡は、熱帯雨林の間を流れるパシオン川流域に位置する。し

かしながら、同じグアテマラ国内に位置する首都グアテマラシティのカミナルフユ遺跡（キチ

ェ語で死者の丘）においては、緯度は北緯 14 度と熱帯気候に区分されるが、海抜 1500ｍの標

高の影響により比較的冷涼な針葉樹林帯が広がっている。一方、マヤ分布図の北に位置するユ

カタン半島は、前述したように、サバンナ気候（Aw）に属する。 

大河川が少なく、大型の家畜を持たなかった彼らの移動手段は徒歩が主だったとされてお

り、小国家間の移動は制限され、小国家間が程よい距離を保っていたことにより、王都それぞ

れの独立した統治を生み出した。統一王朝では王朝が崩壊すると、それに伴い文明も崩壊に瀕

するが、この小国家独立型文明は長い時間を超えた文化継承を可能とし、3000 年弱という息

の長い文明を作り上げた要因になっていたと考えられる。このように地理的要因が文明形成に

大きく影響しているため、マヤ研究ではそれぞれの気候と地理的な特徴に基づき、マヤ低地北

部、マヤ低地南部、マヤ高地という 3 地域区分をして、マヤ文明の編年研究を行うことが多い

（図 33)。 

マヤ文明の 3000 年近くの歴史は未だに不明な点が多く、通年時的研究は困難をきわめると

いえる。その中でも、9 世紀後半におけるマヤ低地南部の都市の衰退、そしてマヤ低地北部に

おける都市の盛興は文明の大きな転換期に当たるといえるであろう（図 38）。前述したマヤ低

地南部は、紀元前 400 年～紀元 800 年頃に栄えた都市が多くあった。セイバル、ラマナイ、

ティカル、ナクべ、エルミラドール、カラクルムなどの多くの都市がこの時期に発展を遂げて

いる。これらは、紀元 800 年頃に人口のピークを迎えるまで、マヤ文明全体の中で最も栄え

た地域とされている。しかしながら、紀元 900 年頃を境に、チチェン・イッツア(図 34、図

35)、ウシュマル、ユカタン半島唯一の湖沼地方に位置しているコバー（図 36）などのマヤ低

地北部の大都市が発展し、マヤ低地南部では多くの都市が衰退期を迎え、マヤ文明の中心はマ

ヤ低地北部（現在のユカタン半島）に移った。その理由には、マヤ低地南部（ペテン地方）で

の多くの戦争と農耕地の減少などが挙げられている。このように多くの都市国家が栄枯盛衰を

繰り返したがマヤ文明という大枠からみれば、統一王朝を持たなかったマヤ文明だからこそ持

ちうる文明回復力が発揮されたもっとも顕著な例といえる。マヤ低地北部は、ユカタン半島の
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北東部に位置し、本論文の主題であるセノーテが点在する。セノーテがマヤ文明との文化的な

関わりがより顕著になるのはチチェン・イッツァ、ウシュマル等が発展した古典期終末期であ

ると考えられている。これ以前は、神聖王が統治していたマヤ諸国から最初に進化を遂げたの

がこのチチェン・イッツアであり、そこでは王を持たずして中央集権的政治体制が観察されて

いたと考えられている。古典期終末期に突如として形成されたチチェン・イッツァは、海上交

易を司り、多民族によってもたらされる活発な国際交流が新たなイデオロギーを生み、マヤ文

明最大のコスモポリタンを形成した。このチチェン・イッツァの急進的な発展により、ウシュ

マル、コバーを含む周辺諸国は徐々に姿を消した。 

 

   

図 34:チチェン・イッツアのエル・カスティーヨ（撮影：赤松）図 35:チチェン・イッツアの球戯場（撮影：赤松） 

 

 

   

図 36:コバー遺跡のピラミッド（撮影：赤松）      図 37:マヤ文字の施されたレリーフ（撮影：赤松） 

 

マヤ文明の文化的特徴として、発達した石器、天文学、暦があげられる。石器に関しては、

いわゆる旧大陸の 4 大文明では主に文明発達の初期段階で石器は多く用いられたが、次第に鉄

器が主流となっていった。しかし、マヤ地域では、16 世紀のコンキスタドールまで、鉄器を

持たず、石器を主要利器としていた。これは、マヤ文明の大きな特徴であると同時に、彼らが

非常に優れた石器文化を有していたという事実を物語っている。マヤ地域周辺では、大型の家
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畜動物が存在しておらず、農耕や交易において大きな荷車や鉄器が必要とされなかったことが

理由として想定されている。しかしながら、鉄を全く持っていなかった訳ではなく、鉄製品は

主に、装飾品や儀礼の道具にのみ用いられていたとされている。 

一方、暦と天文学の発展が顕著であった背景として、支配層の文字や算術の高度な技術の存

在があった。特に算術の概念の確立は比較的早期である。6 世紀の古代インドに先立ち、人類

史上初めてゼロの文字をマヤ文明が発見しているということは、その代表例である。算術およ

びそれに伴う表現を可能にした多くのマヤ文字は、主に支配層のみで共有されていたものであ

り、統治者が学者の役割も担うことで、宗教儀礼を司り、権威を保持していた。 

マヤ語族の支配層において用いられた算術はすべて、20 進法で表現される。これは両手両

足の指の本数で数を数えたことが起源である。日本人は手の指だけを使って数を数えるため、

10 進法を用いている。この 20 進法を操り、マヤの支配層は 365 日暦、260 日暦をはじめ、

様々な周期の暦を生み出し、それらを元に、太陽、月、金星など天体を観測し、月齢や太陰暦

に関する等式などを用いている。 

このような自然科学の知識、それらを記録すべく生み出されたマヤ文字は、マヤ文明におい

て宗教的基盤となっている（図 37)。マヤの宗教は多神教であり、彼らは生活に関わる多くの

事物を神として崇拝の対象とした。世界を空（天上界）、地表（人間界）、地中（地下界）の三

層に分け、太陽等の天体、雨、雲、虹等の気象現象、主食であったトウモロコシ等の食べ物、

ジャガー、蛇等の動物、等々、崇拝の対象は非常に多岐にわたる。そして、これらの宗教的概

念は主に、戦争や交易によってマヤを構成していた小国間で共有された。 

コンキスタドール・エルナン・コルテスが率いた遠征隊による 16 世紀スペインの侵略は、

歴史上稀に見る短期戦役であった。先住民の虐殺とスペイン人によりもたらされた天然痘、は

しか、インフルエンザなどの感染症の蔓延によって長きにわたり紡いできたマヤ文化は、一瞬

にして失われたといっても過言ではなく、1697 年まで存在したペテン地方のタヤサルを除い

たマヤ都市国家のほとんどが、16 世紀前半までに滅ぼされている。これはスペイン襲来から

わずか数十年間の間で行われている。マヤ語族を含む中南米に存在した古代文明は終焉を迎え

るが、ここに記した文化形態は今日においてもマヤ文化として存在し、現在も未解読の碑文や

未発掘の遺跡研究を対象としたマヤ文明研究は継続している。 
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BC1800 年  

 

 

 

 

BC1000 年 

前
期 

先
古
典
期 

・農民の小規模コミュニティが発生、季節による移動を行い、トウモロ

コシを主とする焼き畑農耕が始まる。 

 

 

 

 

BC400 年 

中
期 

・セイバル、ティカル、ナクべ等のマヤ低地南部で都市国家が起こり、

マヤ低地北部ではショクナセフ等の小国家でピラミッドの建設が始

まる。 

 

 

 

 

AD250 年 

後
期 

・エルミラドール、ナクべ、ティカル、セイバル、カラクルム（マヤ低

地南部）エツナ（マヤ低地北部）カミナルフユ（マヤ高地）で都市国

家が誕生 

 

・エルミラドール、ナクベなどの一部都市が衰退 

 

 

AD600 年 

前
期 

古
典
期 

・マヤ低地を中心に小規模国家が林立しはじめ、各国家を統治する。 

 

 

AD800 年 

後
期 

・マヤ低地南部での国家林立がピークを迎え衰退を始める。 

・各地で安定的なトウモロコシの栽培が可能となり始める。 

 

 

AD1000 年 

終
末
期 

・マヤ低地南部で都市が衰退をたどる。 

・マヤ低地北部ではチチェン・イッツァ、ウシュマル、コバーなど 

 が繁栄する。セノーテの活用がピークを迎える。   

 

 

AD1200 年 

前
期 

後
古
典
期 

・チチェン・イッツァが衰退を始め、中小都市が林立 

 

 

AD1500 年 

後
期 

・多くの都市がマヤ低地北部・マヤ高地で繁栄 

 

 

AD1821 年 

 

植
民
地
期 

・スペインの侵攻（コンキスタドール） 

・1697 年スペイン人がタヤサルを侵略し滅亡 

・1821 年メキシコ、中南米諸国がスペインから独立 

図 38:マヤ年表（作図：赤松） 
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セノーテとマヤ人の関わり 

 

 

           図 39:セノーテの鮮やかな色彩と淵に立つセイバの木（撮影：赤松） 

 

 セノーテ(Cenote)の語源は、マヤ諸語の１つであるユカテコ語の「dzonot」(ゾノトと発音さ

れる)であるというのが通説である。これには聖なる泉という意味があり、古代マヤ人にとっ

てセノーテは畏怖と崇拝の対象であり、恵みの泉であったことがもっとももわかりやすく表現

されている。私を含めて、初めてセノーテを覗き込んだ者なら誰しも、古代マヤ人が聖なる泉

などという名前をこの地形に付けたことに納得する。それ程に、この地形の持つ単純な美しさ

と奇妙さには驚愕する。 

 セノーテとマヤ人には「水源」と「崇拝の対象」という２つの関係性がある。根本的に、こ

の２つの接点は全く別の側面であるが、古代マヤ文明圏においては水源として大切にされてき

たセノーテがその後、崇拝の対象にもなり得たというような相互関係も全く否定できる訳では

ない。 

 前者の水源としてのセノーテとマヤ人の関わりは、今もなお続いている。先にも述べたよう

に、ユカタン半島北部低地帯には大規模な湖沼とそれに伴う河川は存在せず、それはマヤ文明

の起こりから現在に至るまで、この地に住むすべての人にとって変わらない制約である。その

ため、彼らはその時代に関係することなく、セノーテを含むこの巨大な地下河川を唯一の水源

として生活してきた。現代においてはもちろん水脈系からパイプを通し直接引き上げられた水
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が浄化され、各家庭、設備施設等に水道水として行き届く一般的な公共システムが構築されて

いるが、北部低地帯でマヤ文明が栄えた古典期終末期（紀元 1000 年）においてそのような完

成されたシステムが存在するはずもなく、セノーテ（この場合陥没して地表に現れたシンクホ

ール部分のみを指す）から直接くみ上げた水が当時の生活用水のすべてを補っていたと考えら

れている。実際に、ユカタン低地北部に点在する遺跡群とセノーテの所在地には相関関係が認

められている。例えば、チチェン・イッツァやトゥルムをはじめとする大規模な遺跡周辺には

必ず 1 つ以上のセノーテが確認されている他、私が潜水を行ったコスメル島の内陸部に位置す

るサン・ヘルバシオ遺跡にも小規模なセノーテがある。チチェン・イッツァやトゥルム(図

40、図 41)では、サクベ（マヤ語で白い道＝sacbe を意味する）と呼ばれる石灰で塗り固めら

れた道がセノーテと遺跡群を結んでおり、これらは多くの人が水源であるセノーテと居住区を

往来していたことを示している。世界史の常識では、大規模文明の誕生の鍵として大規模な河

川の存在（それに伴う灌漑農業）が必須とされているが、ここユカタン半島北部低地帯に栄え

たマヤの都市国家は、セノーテを水源として発展してきたのである。 

 

  

図 40:トゥルム遺跡（撮影：赤松）            図 41:トゥルム遺跡東端（撮影：赤松） 

 

一方、現代におけるセノーテの管理にも、彼らマヤ語族がセノーテを大切にしてきた様子が

垣間見られる。後述する考古学的発見があったセノーテや人の立ち入らない熱帯雨林内に位置

するセノーテを除いた大方のセノーテは、個人の所有物であることが多い。これは土地の所有

者が井戸として管理してきたという背景があり、現代においてもセノーテは土地が売買される

のと同様に管理されるべき不動産とされている。地下水脈系が進歩的に解明された現在は、生

活水や汚水の排出等は条例で禁止されていることがほとんどであるが、あくまで管理や活用方

法は個人に委ねられている。実状として、水道が整備された現在において、セノーテは井戸と

して活用されるよりも、商業的利用が主な用途となっている。つまりは観光地として整備し、

入場料金を取るといった形態である。実際に自分が潜水を行ったセノーテでも、入場料をセノ

ーテ所有者個人やセノーテを所有する企業に支払って潜水許可をもらうということがほとんど

であった。セノーテの澄んだ水や特徴的な地形、マヤ文明との関わりに魅せられた多くのダイ

バーが集まる一方で、管理基準はセノーテの所有者によってばらつきがあるため、保護の観点
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から見れば課題が多いことも事実である（図 42、図 43)。 

 

   

図 42:観光地として整備されたセノーテ（撮影：松永） 図 43:セノーテまでは階段や木道が敷かれている（撮影：松永） 

 

一方で、水源や景観としての魅力に加えて、考古学的な価値を持つセノーテもいくつか存在

する。これは後者の崇拝の対象として古代マヤ人とセノーテとは関わりを持ってきたという歴

史的背景に起因している。実際、古典期終末期からコンキスタドールの直前までの間（紀元

1000 年頃～紀元 1600 年頃）、マヤ低地北部の人々はセノーテに供物や生贄を投げ入れること

で、雨の神チャックに対する豊作祈願と雨乞いの宗教儀礼を行っていた。 

世界で初めてセノーテに眠るマヤの遺物に関して言及した文章は、ディエゴ・デ・ランダ

（Diego de Landa）が 16 世紀に書いた Relación de las Cosas de Yucatán（『ユカタン事物

記）』）の中にある（Landa ca. 1566）。ランダはこの中で、「セノーテには、彼ら（マヤ語族）

が豊作や雨乞いの宗教儀礼のために投げ入れた供物や生贄の人骨が多く眠っているだろう」

（Landa ca. 1566）と述べている。このランダという人物は、コンキスタドール以降の植民地

時代の初期にこの地に来たスペインのフランシスコ教会の聖職者であり、ユカタン半島内陸北

部に位置するマニでユカタン教区長の役職を務めた人物である。ランダは、マヤ語族を含む先

住民に対する残虐な尋問（マニの宗教裁判）やマヤに関わる書物を悪魔の文化と位置づけて焼

き捨てるなどの過激な宣教活動を行ったことから、『ユカタン事物記』に対して世間一般から

正当な評価がされることはなかったが、1864 年にフランス語訳（Landa 1864）が発刊された

ことを機に、彼の残したマヤ文字の研究（アルファベット対照表）やマヤの宗教観に関する観

察研究などが再考された（図 44）。これをきっかけとして、エドワード・トンプソン

（Edward H. Thompson）をはじめとする多くの学者やダイバーの手で、チチェン・イッツァ

に隣接する聖なるセノーテ（Sagrado Cenote）において実際に多くの出土品が引き揚げられ、

セノーテと古代マヤ文明の関わりの一端が見えてきたのである(図 45)。これらの出土品やト

ンプソンらの発掘概要に関しては、第 2 章で詳細に論述する。 
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図 44:1864 年に発行の『ユカタン事物記』のフランス語訳 図 45:聖なるセノーテを含むチチェン・イッツア遺跡地図 

（Coggins 1992:2）                  （Coggins 1992:1） 

 

しかし、なぜセノーテが崇拝の対象となったかという直接的な原因については、まだ多くの

疑問が残っている。これに対してはいくつかの学説が存在している。 

一つの要因は、セノーテの持つ青と緑の色彩にある。青や緑はマヤ語族にとって神聖な色と

され、彼らの表現では世界の中心の色といわれている（青と緑に明確な区別はなかった）。セ

ノーテ内部では、石灰性の白い内壁と水中の浮遊粒子が少ないことに起因し、透明度が非常に

高く、水面が鮮やかな青に見える他、藻が発生したセノーテでは緑の色彩的特徴を有する(図

39)。実際に、古代マヤ文明圏では交易でしか手に入らなかった希少な翡翠（青緑）や中米固

有種であるケツァル鳥の尾羽（光が当たると青緑に見える。隣国グアテマラの国鳥である）が

威信材（権力を示す物）として用いられており、これらの色彩に対する当時のマヤ語族の宗教

観をセノーテにも重ねられたという可能性がある（図 46、図 47）。 
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図 46:ケツァル鳥             図 47:グアテマラ国旗に描かれたケツァル鳥 

（https://en.wikipedia.org/wiki/List_of_birds_of_Guatemala） (https://en.wikipedia.org/wiki/Guatemala) 

 

２つ目は、先にも述べたマヤ語族の世界観にある、世界を３層に分け、そのうち天上界と地

下界は神々の世界としていた世界観を踏まえれば、セノーテを地下界への入り口として宗教儀

礼の場として利用することは必然であると考えられる。これらの説を裏付けできる碑文や彫刻

は見つかってはいないが、元来、生活に必要不可欠な水源であったことと、マヤ語族の持つ宗

教観とが相互的に作用し、セノーテが宗教儀礼の場として確立されたと考えることは、もっと

も妥当である。 

数あるセノーテのうち、詳細な調査が実施され出土品が他のセノーテに比較して圧倒的にも

っとも多かったのは、チチェン・イッツァの聖なるセノーテであり、その宗教的活用が始まっ

たのはチチェン・イッツァがマヤ北低地北部において最盛期を迎えた古典期終末期（紀元

1000 年頃）であるとされている。チチェン・イッツァは、紀元 1100 年頃にはその政治、交易

における覇権を失い、その後完全に国家として滅び去ったが、その後も小規模な集団が居座

り、いくつかの建造物を残したことが知られている。これはチチェン・イッツァの聖なるセノ

ーテが後古典期の宗教上の重要な位置を占めており、常に当時の覇権国家が管理し巡礼地にな

っていたことを示している。マヤ文明圏の各地から多くの巡礼者が訪れ、セノーテに供物を投

げ入れた。チチェン・イッツァの聖なるセノーテは、いわばマヤ文明圏のローマでありエルサ

レムであったと考えられる。 
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第 2 章 セノーテ研究および発掘 

 

第 1 節 セノーテの研究とは 

 

 セノーテを対象、もしくはそのフィールドとした研究および、それに伴う発掘は主に次の

3 つの分野に分けて存在する。1 つは第 1 章第 2 節の中で触れたマヤ文明に関する考古学分野

の研究であり、実際これがセノーテにおける発掘の大部分を占める。残りを占める調査は、基

本的に自然科学と古生物学の分野の範疇に含まれる発掘調査である。 

 

マヤ研究を目的としないセノーテの調査 

 

 マヤ研究のためのセノーテの発掘に関しては次項で詳述するため、この項では後者の二つの

分野を対象としたセノーテの調査についてまとめておきたい。 

 自然科学分野のための調査といっても、定期的に行われる水質調査等、そこに含まれる調査

は多種多様であるが、そのうち多くは地下水系の流域と流量、そしてその流向の調査であり、

これは現在進行形で行われている。これら水脈系の実態は、ケーブダイバーたちによる膨大な

回数の潜水を重ねられることで徐々に解明されてきており、ユカタン半島の地盤の下のどこ

に、どの深さに、どちらに向かって地下水系が存在するのかを詳細に知ることは、新たな建物

等の設備や水道下水に関わる工事が自然環境におよぼす影響を把握するといった側面において

意義がある。ユカタン半島におけるインフラ整備の前段階として、必要不可欠な調査である。

実際に自分が潜水を行ったセノーテにおいても、近年に行われた下水道の拡張工事によりセノ

ーテ深部の内壁にあいた穴から泥水が流入して、透明度が落ちる等の自然環境の変化が確認さ

れている。 

 一方、古生物学とは、地層から明らかになる時間軸に基づき、過去に生息していた生物を対

象とした生物学である。この古生物学にとって、セノーテは多くの研究対象物を有していると

いう点に価値がある。氷河期以前はドライケーブ（水没前の乾いた洞窟）であったことや、ユ

カタン半島自体が海域からの隆起によって形成されているため、セノーテ内部（この場合パッ

セージの深部を指す）では多くの化石が発見される。巻貝をはじめとする古生の貝類の化石は
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ほとんどのセノーテで見られる以外にも（図 49）、2017 年のメキシコ国立人類学歴史研究所

の発表によれば、サック・アクトゥン水系のセノーテの水深 50ｍの水底でおよそ 1 万年前の

更新世に生息していたとみられる新種の巨大なナマケモノの骨格化石が見つかっている。こう

した例は、スクーバ技術の発展に伴って、セノーテに限らず多くの水中洞窟において報告され

ており、遡れば 1960 年代にはすでに、海洋学者でありダイバーであったギャリー・サルスマ

ン（Gary Salsman）らによってフロリダ北西部にあるワクラ・スプリングの深部にある水没洞

窟内（セノーテと同様の石灰性地盤に形成された水中鍾乳洞）でマストドン、マンモス、アル

マジロ、クマ、シカ等の骨が発見されている。 

セノーテ・エル・ピットやセノーテ・ドス・オホスの説明でも登場したサック・アクトゥン

水系は世界最大の水中洞窟であり、潜水するケーブダイバーも多いことに伴って、古生物学的

発見の報告事例も多い。2007 年、このサック・アクトゥン水系のアウトランドと呼ばれるエ

リアの探査、マッピングを行う 3 人のダイバーによって発見された「少女ナイア」（現地では

そう呼ばれる）は、この偶発的な多くの古生物学的発見の中でも特に価値ある発見事例であ

る。当時、彼ら 3 人のダイバーは水深 18ｍのパッセージ内を進んでいたが、3 つのパッセー

ジの交差部に差し掛かったところで、底部が抜け落ちた巨大なすり鉢状の大空間に出た。のち

にここはケーブダイバーたちによってオジョ・ネグロ（Hoyo Negro=黒い穴）（図 51）と名付

けられ、崩落部で直径約 37m、底部までが 62m の巨大な水没空間であることが分かった。彼

らが水底まで潜行すると、底部に堆積したデブリス・コーン一帯に古生のサーベルタイガーや

ナマケモノ等の骨が散乱しており、それら更新期の動物骨に混じって一人の人間の遺骨を確認

した。これがアメリカ大陸では最古級で、保存状態が非常に良いとされている古人骨「少女ナ

イア」である。その名前は、古代ギリシャの妖精にちなんでいる。 

この偶発的な発見をきっかけに、2011 年にオジョ・ネグロの水中考古学調査が開始され、

メキシコ国立人類学歴史研究所との合同研究チームが 2014 年までに「少女ナイア」の骨を含

むオジョ・ネグロ周辺の多くの動物骨について詳細な記録を行っている。（図 50）その後「少

女ナイア」の人骨は 2016 年に引き上げられたが、水中の冷涼な環境にあったことに起因して

保存状態は良好で、ほぼ完全な状態であった。これは水中考古学のもっとも優れた成果の 1 つ

であり、セノーテに限らず、世界各地の水中遺跡（沈没船を含む）では人骨や動物骨だけでは

なく、陸上遺跡に比べて保存状態が非常に良い遺物が多数発見されてきている。 

「少女ナイア」は、引き揚げてから実施された自然人類学による鑑定の結果、1 万 2000 年

～1 万 3000 年前の年代の人骨であり、年齢は 15 歳から 17 歳の女性で、身長は 148cm、体重

は 50kg 程度で華奢な体つきの少女であったことがわかった。また、恥骨が死亡前後に骨折し

ていたこともわかっており、これは死因とも関りがあるとした解釈がされている。メキシコ国

立人類学歴史研究所によれば、オジョ・ネグロがドライケーブであった時代に洞窟内部のオジ

ョ・ネグロに落下したことが原因で死亡したのではないかとされている。ドライケーブであっ

た氷河期以前も、オジョ・ネグロ底部には地下水はたまっていたらしく、まだ当時は地表面に

露出したセノーテの数は少なかったこともあり、人を含めた多くの動物にとってセノーテは貴

重な水源であったのである。 
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また、ミトコンドリア DNA 分析の結果、「少女ナイア」は、アジアにルーツを持つ染色体

であることがわかっており、ユカタン半島におけるマヤ語族の祖先は、第 1 章第 2 節冒頭でも

紹介した通り、モンゴロイドであることが証明されている (Hoyo Negro 2018)。 

こうした報告は各セノーテで多くあるが、その多くはケーブダイバーが潜水過程で偶発的に

発見したものである。その後、それらに学術的価値があると判断された化石であった場合に

は、しかるべき人類学・考古学の調査チームによる調査・発掘が行われる場合が多く、古生物

学分野においても、セノーテは学術研究調査のフィールドとして価値を持っている。 

 

        

                     図 48:古人骨ナイア（https://hoyonegro.ucsd.edu/gallery.php） 

 

 

     図 49:セノーテ内部でみられる古生の貝の化石（撮影：赤松） 
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図 50：メキシコ国立人類学歴史研究所との合同研究チームによるオジョ・ネグロの潜水 

   （https://hoyonegro.ucsd.edu/gallery.php） 

 

 

図 51：オジョ・ネグロを含むアウトランドのパッセージマップ 

   （https://hoyonegro.ucsd.edu/gallery.php） 
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マヤ研究のフィールドとしてのセノーテ 

 

3500 個以上も確認されているセノーテの総数と比較しても、これまでマヤ研究のための発

掘が行われたセノーテは非常に少ないのが現状である。ましてや、調査チームによる大規模で

学術的な発掘調査が実施され、一定の成果が認められたセノーテはさらに限定されている。こ

の理由は明確である。そのセノーテがマヤ研究の対象となるためには遺物が水底になくてはな

らないが、それにはそのセノーテにおいて宗教儀礼が行われた歴史があること、もしくは近隣

に大きなコミュニティが存在して井戸として長く使われていたことが条件となる。確かに、セ

ノーテとマヤ文明圏の遺跡の位置関係には一定の相関関係が認められており、マヤ低地北部の

都市国家のほとんどがセノーテを所有しているが、そのすべての国家においてセノーテが宗教

儀礼の場として利用していた訳ではなく、むしろ単に井戸として利用していたという事例の方

が圧倒的に多い。チチェン・イッツァ遺跡に隣接する聖なるセノーテから大量の遺物が引き揚

げられたのは、チチェン・イッツァが約 600 年間もの間、巡礼地として機能していたからで

あり、実際、セノーテから引き揚げられたすべてのマヤに関する遺物の 9 割以上がチチェン・

イッツァの聖なるセノーテで引き揚げられたものである（図 52）。 

 

   

                  図 52:チチェン・イッツァ遺跡の聖なるセノーテ 

（https://topadventure.com/cultura/8-datos-sorprendentes-del-cenote-sagrado-en-Chichen-Itza-20210130-0002.html） 

 

初めてセノーテからマヤ文明の遺物が発見されたのは、1904 年 3 月 4 日からトンプソンに

よって行われた聖なるセノーテの発掘であった。トンプソンの発掘調査の全容とその後行われ
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た聖なるセノーテの発掘に関しては次節で詳細に述べることとするが、トンプソンが行った聖

なるセノーテの初期発掘調査が今日まで、セノーテにおける発掘の中でもっとも多くの遺物を

発掘した大規模で野心的な調査であり、またこれによってセノーテが考古学のフィールドとし

て認知されるきっかけとなったことが歴史的事実であるという点にまずは触れておく。 

トンプソンが行った発掘によってその後、滅亡したマヤの都市国家遺跡を発掘することに改

めて関心が高まり、いくつかのセノーテで考古学者や探検家による調査（学術的な調査以外の

探索も含む）が行われたが、聖なるセノーテで大量のマヤの遺物が引き揚がったのちにセノー

テで多くの遺物が発見された例は、1941 年から調査が開始されたジビルチャルトゥン遺跡の

セノーテ・シュラカーが最初であった。この調査は、ワシントンにあるカーネギー研究所のジ

ョージ・W・ブレイナード（George W. Brainerd）と考古学者であるウィリス・アンドルーズ

（Wyllys Andrews）によって率いられたチームで行われた。ジビルチャルトゥンとは、マヤ諸

語において「平板に文字を記した物がある場所」という意味で、現在のユカタン州の州都であ

るメリダ近郊に位置している。ここはマヤ都市国家の中でも最古の都市であったとされ、同時

にもっとも近年まで栄えていた都市であったと考えられている。セノーテの数が多く、セノー

テ・リングとして知られたセノーテ集合体が確認されるユカタン半島北東部からは反対に位置

しているメリダ周辺であるが、一定数のセノーテは確認されており、このセノーテ・シュラカ

ーもそのうちの一つである。チチェン・イッツァに続き考古学者たちの注目を集めていたジビ

ルチャルトゥン遺跡の調査は開始後すぐに第 2 次世界大戦の影響を受け、延期を余儀なくさ

れ、調査が再開されたのは 15 年後の事であった。ナショナル・ジオグラフィック協会とテュ

ーレン大学の後援によって大規模な調査隊となった 2 回目の発掘調査では遺跡全体を含む包括

的な発掘が行われ、発掘過程の中で遺跡の中心部付近に延びるサクベの先にセノーテ・シュラ

カーは見つかった。楕円形の水面は直径 30ｍで聖なるセノーテよりは小規模であるが、水深

は約 50ｍと深かった。また、聖なるセノーテと異なり切り立った陥没部ではなく地表面から

水面までが 60 ㎝程度と沼に近い様相であった（アンヘリータ同様）。このシュラカーの潜水調

査は陸上の遺跡の発掘調査に並行して、ナショナル・ジオグラフィック協会の水中写真家であ

ったルイス・マーデン（Luis Marden）とベイツ・リトルハールズ（Bates Littleharles）によ

って行われた。1956 年に開始されたこの潜水調査では、陶器の壺、骨で作られた耳栓、粘土

で作られた笛、木製の仮面、古代マヤ語族の矯正方法で頭部が平たくなった人骨、そして

3000 個あまりにもおよぶ陶器の破片などが発掘された。潜水過程において、水深 24ｍ付近で

はセノーテの淵に建っていたとされる建築物の一部が崩れ落ちた残骸も発見され、より深水域

での詳細な調査発掘が求められたが、当時は未だ発展途上であったケーブダイビングの器材と

知識には限界があり、発掘に伴って巻き上がる水底堆積物が視界を著しく制限したことなども

障害になり、最大到達深度水深 44ｍまでの一度の潜水が限界であった。また、主に発掘が行

われた水深 24ｍ付近に滞在できる時間も限られていたであろうことが予想され、当時の装備

から考察するに作業時間は１0 分程度であったと考えられる。その後、実際にマーデンが減圧

症を引き起こすという潜水事故が発生したことで、潜水による発掘作業は中断された。このセ

ノーテ・シュラカーは聖なるセノーテと異なり宗教儀礼の場であったことを示す学術的証拠は
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なく、井戸として利用される間に人々が誤って落とした物なのか供物であるのかという疑問は

未だ解消されていない。同様の例として、チチェン・イッツァ近郊に位置するドライケーブで

あるバランカンチェー洞窟内部にあるセノーテからもマヤ文明に関する遺物が発見されている

が、ここにおいても遺物の存在理由が宗教儀礼か水源であるかについて明らかになっていな

い。 

マヤ研究の進展を目的としたセノーテの発掘は、前項における古生物学分野の発掘とは異な

り、セノーテ入り口付近のシンクホール水面直下のデブリス・コーン周辺で行われることがほ

とんどである。理由は、発掘の対象となるマヤの遺物は供物として水面から投げ入れられた

物、あるいは当時のマヤ語族が誤って水面に落とした物になるためで、同時にセノーテ内部に

はほとんど水流がないことからそれらの遺物はほとんど場所を変えることなく水面直下に存在

するからにほかならない。また、後述するトンプソンによる最初のセノーテの発掘の初期を除

いて、現在に至るまでセノーテの発掘は原則潜水による作業である。1900 年代前半から多く

のダイバーによって発掘が行われてきたが、セノーテ・シュラカーでの事故に代表されるよう

な潜水事故は多く報告され、それを踏まえて発展したスクーバ器材が現代の潜水発掘手法を形

成しているといっても過言ではない。 

セノーテでの水中発掘の障壁は大きく分けて、水深、閉鎖空間、視界の 3 つである。セノー

テのシンクホール部では最大深度が 60m を超えることも多く、水底で作業を行うダイバーは

減圧の段階的手順を必要とする。また、洞窟内部をパッセージ部まで進行すると天井まで水没

しており、緊急時に即時浮上ができない。加えて、複雑な構造から水面上からの補助（予備シ

リンダーを降ろす、ロープによる誘導など）が困難であることも連続した長時間の潜水には障

壁となる。また、シンクホール内部では自然光が入らずライトのみで視界を確保しなければな

らないことに加えて、水底に堆積した泥等（ダイバーにはシルトと呼ばれる）が発掘によって

巻き上げられると、流れの無いシンクホール内部では沈殿するのに長い時間を要し、その巻き

上がった堆積物に自身の発するライトの光が乱反射することで視界が失われる。この 3 つに代

表されるセノーテ内部における発掘作業の障壁はあくまで便宜的に分類したに過ぎないが、実

際にダイバーが直面する水中環境下においては、これら自然環境に起因する障壁が相互的に影

響して発掘および潜水自体を困難にしている。次節以降では、トンプソンによる聖なるセノー

テの発掘調査とその後の調査に焦点をあて、これらの問題にどのような解決策を見出して発掘

を行ったのか、また、それに伴う潜水技術（ケーブダイビング）の段階的な発達について分析

を加えていきたい。 
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第 2 節 聖なるセノーテ（Sagrado Cenote）の発掘 

 

トンプソンによるチチェン・イッツア遺跡調査の開始 

 

ディエゴ・デ・ランダが 1566 年前後に記録した『ユカタン事物記』（Landa ca. 1566）は、

後年になってからマドリードの王立図書館で発見され、出版された。マサチューセッツ州のマ

ンチェスター・ウスターに生まれたエドワード・トンプソンは、1878 年にこの本に記されて

いたセノーテに沈んだマヤの遺物に関する一節を読んだ。ランダが改宗のため、マヤに関する

神聖な書物を焼く等の行為を行ったことは有名であり、著書の中でもマヤ語族を異教の野蛮人

と揶揄している。このような脚色は当時の植民地化の時勢の中においては、熱心な宣教師によ

く見られる手法でもあったため、考古学者たちは 2 世紀近くもの間、『ユカタン事物記』に対

する信憑性を持ってはいなかったが、トンプソンは泉に沈んだ遺物とチチェン・イッツァに関

する記述に関して一定の信用を感じていたようで、チチェン・イッツァの聖なるセノーテを発

掘したいと思ったのは、まだ彼が青年であったこの頃であった。 

翌年の 1879 年にトンプソンは「Atlantis not a Myth（アトランティスは作り話ではない）」

と題された論文を Popular Science Monthly という学術誌に発表している（Thompson 

1879）。その内容は、マヤ文明は海に沈んだアトランティス大陸の文明に起源を持っていると

し、アトランティスはのちに大西洋に沈んだ、といったものであった。これがアメリカ古物研

究協会の副会長であったステファン・サリスバリー（Stephan Salisbury）の目に留まり、それ

をきっかけにして、さらに数年後にはハーバード大学のピーボディ―博物館から、ユカタン半

島へ赴きマヤの都市遺跡を研究する機会を与えるという打診を受けている。それに加えて、便

宜上アメリカ大統領によってトンプソンをメキシコの駐在領事に任命することも決まり、弱冠

25 歳という最年少のアメリカ領事としてトンプソンはユカタン半島・メリダに赴くことにな

った。 

トンプソンは、調査着手以前にすでに、マヤ文明圏に対する当時の研究の進捗状況に調査に

言及しており、「マヤ地域における詳細なマッピングや発掘は未だにほとんど行われていな

い。そのため、今後の調査では主に平民階級の居住跡が発見されるだろう」（Coggins 

1992:9）と自身の手記に記している。 

メリダ駐在後のトンプソンの活動は非常に精力的であるといえる。ハーバード大学のピーボ

ディ―博物館がスポンサーとなることは決まっていたが、初期から潤沢な資金と人手があった

わけではなく大規模な調査隊を組織することは困難であった。そのため現状持ちうる資金と人
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手で一定の成果を上げる必要があったトンプソンは、領事の職務の傍ら、1888 年にユカタン

半島最初の調査地として、半島北部に位置するラブナ遺跡の調査に着手した。ラブナ遺跡を選

んだ理由としてトンプソンはのちに自身の手記の中で、ラブナに残っていた遺跡は風化による

崩壊が少なく、遺跡の保存状態がよかったため、少ない人出と資金でスポンサーへの調査概要

の説明が容易であったためにラブナを選んだと述べている。1888 年初頭に開始したラブナ遺

跡の調査では、詳細時期が不明であるが、短期間で遺跡中心部の 230m 四方のマッピングが主

として行われ、34 個の Chultunes（陥没穴を貯蔵庫として使用した跡)が発見される等の成果

があった。また、この時期にトンプソンがスポンサーへ宛てた手紙の中では、「ここには石灰

岩の多孔質な地盤があり、地表の水を浸透している」（Coggins 1992:10）といったユカタン半

島特有の自然環境についても適切な説明が行われている。 

ラブナ遺跡の調査の翌年 1889 年には、チチェン・イッツァをはじめとしてウシュマルやコ

バー等の大規模な遺跡を視察して回り、調査地の決定に向けて活動している。中でもチチェ

ン・イッツァとウシュマルに関しては、当時調査への参加を打診していたチャールズ・バウデ

ィッチ（Charles P. Bowditch）へ宛てた手紙の中で次のような報告がされている。 

 

チチェン・イッツァやウシュマルの壁は愚かにも旅人の名前や落書きで汚されてしまって 

いる。チチェンのテニスコート（球戯場を指すものと思われる）は長い間、牛の放牧に使 

われ、数百ヤードに渡る Hacienda（中南米における大規模農場）が遺跡跡を納屋として使

っている。ウシュマルについても同様の状態にあり、ビール瓶やイワシ缶が散乱している

（トンプソンがバウディッチへ宛てた手紙の抜粋、1889 年 4 月 10、Coggins 1992:10）。 

 

チチェン・イッツァとウシュマルの保存状態が劣悪であったことは手紙から見て取れる。ト

ンプソンは、その後もロルトゥン洞窟遺跡等の調査を行いながら、より大規模な調査隊を組

織すべく資金工面に奔走した。また同時に、マヤ言語や文化学習にも造詣を深めたのもこの

時期であり、後に研究のフィールドとすることを願っていたチチェンに住む Hacienda 族の

信頼を得るように努力を続けているという趣旨の手紙をサリスバリーに出している。またこ

れらの手紙の中でカスタ戦争（1847 年～1857 年スペインの支配に対してマヤ語族が起こし

た内乱）によって失われた Hacienda 族の生活を取り戻したいと述べており、ここが優れた

土地であり、戦争によって失われた豊かさと美しさに対する失望すら感じる内容であった。

スポンサーであるピーボディ―博物館の返答は、領事の職務を全うせよといった批判的とも

とれる内容であったが、これはトンプソンがチチェンの住人に心を砕いて信頼を得ようとし

ていたことがうかがえる一端であり、いわばトンプソンにとってはマヤ考古学研究に生涯を

かけて取り組む上での第一歩であった（Coggins 1992:10）。 

 

これらのトンプソンの活動が本国のスポンサーに評価され、資金繰りに成功したトンプソン

がチチェン・イッツァの発掘調査に着手したのは 1894 年のことで、主に遺跡の中心に位置す

るエル・カスティーヨをはじめとする周辺遺跡のマッピングが行われた。聖なるセノーテの発
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掘は 2 回目の調査隊が派遣された 1904 年からである。 

 

トンプソンによる聖なるセノーテの発掘 

 

 チチェン・イッツァの聖なるセノーテにおいて初めて大規模な発掘調査を実施し、マヤの遺

物の発掘に成功したのはトンプソンであることに間違いはないが、トンプソン以前にも聖なる

セノーテの発掘を試みた人物がいた。実際、トンプソンの発掘が始まった 1904 年から遡るこ

と 12 年前の 1882 年に、フランスの探検家であり先コロンブス期のメキシコ及び中央アメリカ

探検の先駆者の一人として知られるクロード・ジョセフ・デジレ・シャルネ（Claude Joseph 

Désiré Charnay）によってそれは行われた。シャルネは、1850 年代から 1880 年代にかけてメ

キシコを中心としたメソアメリカを探索し、チチェン・イッツァやウシュマル等の写真記録を

初めて残したという功績を持つ。シャルネもまたランダの『ユカタン事物記』に着目した人物

であり、自身の手記の中でセノーテに沈む遺物の可能性に言及している。事実、シャルネの試

みが聖なるセノーテ最初の発掘となったが、測深器 2 台を使用した水面からの発掘では、水深

と淵から水面までの高さ、そして堆積物の量に阻まれ、遺物の引き揚げは不可能であった。 

 トンプソンによるチチェン・イッツァの調査は 1894 年に開始されたが、当分の間、サクベの

先に位置した聖なるセノーテの発掘には取りかかることは出来なかった。シャルネによる最初

の試みを知っていたトンプソンは、新しい手法がなければセノーテの水中発掘は不可能である

と考えた。トンプソンは最新の機材とそのための資金を用意する必要があり、その経済的問題

から聖なるセノーテの発掘を延期していた。しかし、その後チチェン・イッツァの陸上遺跡の

マッピングが大方終了したことと、セノーテの発掘に対する新たな資金援助が本国ピーボディ

―博物館で決まったことにより、ようやく聖なるセノーテの発掘準備が開始されたのは 1903 年

頃であったようである。1903 年 9 月 16 日に、トンプソンがバウディッチへ宛てた手紙の中で

は、黄熱病に苦しみながらもセノーテ発掘の準備を進めているとの記載がある（Coggins 

1992:11）。 

 トンプソンによる聖なるセノーテの発掘の最初の作業は、セノーテの正確な測量を行うとと

もに、発掘のための設備の建設および、周辺の整備を行うことであった。周辺に生える木を利

用して作られた筏を水面に浮かべ、その筏と淵をロープで結ぶことで測量作業を容易にした。

トンプソンが行った初期の測量値では、南北直径が 187 フィート(57m)、東西水平距離は 189

フィート(57.6m)であったが、西側の縁が砂浜になっていたことから、セノーテ自体の東西直径

は 198 フィート(60.35m)とされた。最新の測量値では、南北直径が 187.2 フィート、東西直径

が 195 フィートであることから、トンプソンの測量の精度は非常に高かったことがわかる（図

51）。セノーテの淵から水面付近に降りるためのロープで作られた梯子が取り付けられ、西側の

砂浜では発掘のための新たな筏も建設された。同時に、周辺の道路の整備や宿舎の建設も行わ
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れ、こうした作業のほとんどが現地の Hacienda 族の人々による作業であった。また、トンプソ

ンはチチェン・イッツァの住人への地道な発掘の説明を行うことによって信頼獲得し、その結

果、無料奉仕を申し出る住民がいたことは非常に興味深い点である。 

 

 

図 5３:トンプソンによる聖なるセノーテの測量記録（Coggins 1992:14） 
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 トンプソンによる聖なるセノーテの発掘は、発掘手法の相違によりその時期が二分される。

初期から試みられた手法は、水面からの浚渫による発掘であった。セノーテ南端の淵には廃墟

跡がありその基礎を利用して浚渫機のための高さ 6m 程のデリックが建設された（図 54）。デ

リックからセノーテの水面上までは、9m の伸縮可能なブームが取り付けられる仕様となって

おり、ブームの先に取り付けた滑車から水面上まで降りたロープの先には浚渫器が取り付けら

れた（図 55）。この浚渫器は、現場で Bucket（バケツ）と呼ばれており、その容量は 2.5 フィ

ート四方（約 23 リットル）。ハーウッド社製のオレンジ色の容器と鋼鉄の爪で構成されており、

水底の堆積物をすくい上げる様に浚渫が行われた。デリックから浚渫器までを含むこの発掘の

ための装置は、2～4 名で操作され、また、デリックの付け根であるセノーテ南端を中心とした

ブームの可動域にあたる円弧には、それぞれ便宜的に一連の番号が割り振られており、一度浚

渫を行った場所がわかるように工夫がされていた（図 56）。トンプソンがデリックの基準をセ

ノーテ南端に設定した理由の一つとして、セノーテに投げ入れられた供物はデリックを設置し

た南端から投げ込まれたとトンプソンが主張していたことが挙げられる。実際に、トンプソン

は、セノーテ南端から人間と同じぐらいの重さの丸太をロープに結び付けて水面に投げ込み、

手元までのロープの長さを測ることで、生贄が投げ込まれた範囲を推定しており、それを元に

ブームの可動範囲が設定された。 

 

  

図 54:セノーテ南端に設営されたデリック（Coggins 1992:16） 図 55:ブームに取り付けられた Bucket（Coggins 1992:16） 

              

図 56:セノーテ水面上のブームの可動域と浚渫位置（Coggins 1992:17） 
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 浚渫が開始されてから最初の一週間に引き上げられたのは岩石や泥、木の葉等の堆積物だけ

であったが、一週間経った日に堆積物の中にコパールが発見された。コパールとは中南米にお

いて樹脂が数万年の歳月をかけて凝固したもので、神聖な香料としてマヤ語族をはじめとする

先住民に用いられてきたものであり、半透明の黄色の色彩が特徴的である。このコパールの発

見は、トンプソンに自身の発掘の方向性が正しいということの裏付けを与えるには十分であっ

た。この発見を封切りに、その後数か月の浚渫では毎日のようにマヤの遺物が引き揚げられた。

コパール（木のつたで編み込まれたカゴに入れられた状態のものもあった）、陶器の破片、香台、

翡翠や銅、金で作られたビーズ玉、彫像、そして若い女性の人骨が出土した。 

 あまりにも引き揚げられる遺物の量が多くなったため、作業効率を上げるため、トンプソン

は大型の平底船を作って水面に浮かべ、浚渫器が引き揚げた遺物を水面上の船上に降ろす方式

を採用した。作業員たちによって船上で堆積物と遺物の分別が行われ、めぼしいものは西端の

砂浜で調べられ、記録された。また、より広範囲の浚渫を行うために、浚渫器に改良が施され

た。ブームの可動範囲外でも浚渫が行えるように、バケツの上部にロープを取り付け、滑車を

通してもう一方をセノーテ北端に固定した。これで理論上はセノーテ水面の全域で浚渫を行う

ことが可能となった（図 57）。 

 

 

図 57:浚渫可能な場所を広げるための工夫が行われたことを示すトンプソンによる手記（Coggins 1992:18） 

                           

 浚渫開始から 3 か月目に入り、次第に引き揚げられる遺物の量が少なくなり、遂には全く遺

物が揚がらなくなったこと、また、浚渫器の軽微な故障が相次ぎ、継続的な浚渫作業が困難に

なったため、トンプソンは発掘の第 2 段階として潜水による発掘の画策を始めた。 

 トンプソンは、潜水作業を始めるにあたって、バハマ諸島から２人のギリシャ人の潜水夫を

助手として雇用した。浚渫作業時には荷揚げ場所として使用された平底船は、潜水用のはしけ

として機能し、セノーテの淵からはしけまでは、浚渫器のバケツにトンプソンら潜水夫を載せ

ることで移動した。当時はスクーバ潜水が存在しなかったため、フーカー潜水法（ヘルメット

潜水）による潜水が試みられた（図 58）。フーカー潜水は、現代においても作業を伴う浅水域

での潜水においては用いられることのある潜水手法で、水面上からの送気によって水中作業を
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可能とする潜水法である。スクーバ潜水と異なり、使用できる空気量に制限がないことから比

較的長時間の作業が可能であることがメリットであるが、水面とダイバーがホースで結ばれる

ことに起因して行動が制限されることや、送気圧力の限界によって潜水可能深度が大きく制限

されることは、ダイバーがそれぞれ独立した器材を持つスクーバ潜水と比較した際にデメリッ

トとなる。トンプソンが使用した器材は防水カンバスの潜水服と重さ 13.5 ㎏の銅製のヘルメッ

トで、送気ポンプは人力によるものであった。潜水はトンプソンと助手１～２人によって行わ

れ、事実上これが人類初のセノーテにおける潜水作業であった。 

  

  

図 58:聖なるセノーテで行われた初めてのフーカー潜水、左はトンプソン本人（Coggins 1992:24） 

                        

 聖なるセノーテにおける第一回目の潜水に関して、トンプソンは「最初の３ｍを潜行するう

ちに、差し込む光は黄色から緑に、さらに暗紫色に変わっていった。そのあとは闇であり、作

業環境は水でも泥でもなく、浚渫作業によってかき乱されて、両方が入り混じっていた。どろ

っとした水中では光が差し込まず完全な闇の中作業するしかなかったが、次第に慣れて指先の

感覚だけで物体を区別するだけでなく、色まで識別できるような感覚であった」（バージェス、

R. F.、1999:65）と手記に記している。水深２０ｍまでくると浚渫器がさらった穴があり、さら

に９m 程落ち込んでいた。その周辺を中心に、トンプソンらは遺物を求めて手探りで発掘を行

った。実際に浚渫作業で引き揚げられたものと同様の遺物が数点、数回におよぶ潜水によって

引き揚げられたが、浚渫作業に比べ、労力と発掘結果が芳しくなかったため、この潜水作業は

１か月のち終了し、発掘調査自体も一定の成果が認められたことで終了した。後にトンプソン
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は、この一連の浚渫と潜水に関して「この井戸（セノーテ）を浚渫し、水中に潜った結果につ

いていうと、なによりも重要なことは、本質的な細部のすべてにおいて、聖なる泉の伝説の信

憑性を立証したことである」（バージェス 1999：66）と述べている。 

 発掘された遺物は、数百のコパール、フル・チェと呼ばれるマヤの槍投げ器、黄金の柄の付

いたナイフ、数十体の少女の人骨、銅の指輪、翡翠や金のアクセサリー、数千個の陶器の破片、

香台、動物や人間を形の木製彫像、４０着ほどの金の装飾の付いた衣服等、膨大な数におよび、

それらは現代においてもマヤ考古学における貴重な資料である（図 59、図 60）。特に、セノー

テの遺物のほとんどが意図的に壊されていたという事実からは、マヤにおける宗教儀礼の姿が

より鮮明に浮かび上がり、翡翠等の発見ではマヤ文明圏に翡翠の産地がないことから、当時の

チチェン・イッツァの持つ交易圏を考察するきっかけともなった。 

 

  

図 59:シュラックとツタで覆われたコパール（Coggins 1992:93）   図 60:陶器の香台（Coggins 1992: 208） 

                         

 トンプソンの聖なるセノーテの発掘は、膨大な考古学的資料を現代に残したことや、セノー

テにおいて初めて潜水を行ったこと等の功績から、いわば金字塔的発掘である。しかしながら、

現代の水中発掘と比較した時、それは考古学的発掘とは程遠い。例えば、現在の水中考古学に

おいて遺物の引き揚げは最終段階に行われる。これは遺物の引き揚げ自体が、その史跡の破壊

にあたるという考えに拠っている。そのため、各遺物がどの場所にどのように存在していたか

の詳細な記録に多くの時間が費やされるのが考古学の発掘である。トンプソンの発掘では、浚

渫によって水面から遺物を堆積物もろとも引き揚げたことや、浚渫後に行われた潜水では透明

度が著しく低下していたため、こうした記録は一切残されていない。これには 1921 年の火災

でトンプソンの残した資料の多くが焼失したことも多少の要因として考えられるが、当時の発

掘手法の限界であったと考えるのが妥当である。 
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その後の調査 

 

 トンプソンの発掘は、その結果から成功であるという印象は非常に強く、セノーテが単に特

異な地形というだけではなく、マヤ文明との関わりを持つ聖地のひとつであるという認識はよ

り広く知れ渡ったといえる。そのためトンプソンに続いて聖なるセノーテをはじめとしたセノ

ーテの発掘を試みようとする動きは 1940 年代頃から活発ではあったが、経済的もしくは技術

的な課題から、トンプソン以降、聖なるセノーテの大規模な調査は行われなかった。 

 次に聖なるセノーテの大規模な調査が行われたのは、1960 年の秋の 4 か月間であった。この

調査計画はメキシコ探検・水中スポーツクラブ（CEDAM）によって行われ、CEDAM の創立

者であるパブロ・ブッシュ・ロメオ（Pablo Bush Romero）がその計画の中心的人物でもあっ

た。1959 年にメキシコシティの大学 OB によって発足したこの CEDAM の目的は、メキシコ

国内に存在する水域や接続海域である太平洋、カリブ海等の考古学的研究を行うことにあった。

また、現在に至るまで考古学者たちを悩ませている遺跡の盗掘を防ぐことが、彼らの信条でも

あった。 

 1960 年に CEDAM による大規模発掘が行われる６年前には、CEDAM の傘下組織であるダ

イビングクラブ・メキシコ・フロッグマンのダイバーがスクーバ器材を用いて簡易的な事前視

察を兼ねた潜水を行っていたが、トンプソンの発掘調査の時にも判明していた通り、聖なるセ

ノーテの透明度は非常に悪く、スクーバ器材による通常の潜水法を用いた発掘は不可能である

とブッシュは考えた。 

 その後、技術的な解決法のめどが立たなかったブッシュのもとに、解決の糸口となる出会い

があった。CEDAM のカリブ海における沈没船の発掘の後援を行ったユカタン半島探査協会の

ジョージ・クラーク（George Clark）に紹介されたエドウィン・リンク（Edwin Link）との邂

逅である。リンクはジャマイカの地震により海に沈んだ都市ポート・ロイアルの発掘に参加し

た人物で、この発掘時にエアリフトと呼ばれる器材用いており、ブッシュはこれに目を付けた。

エアリフトは圧縮空気を用いて真空状態を作り、水中に差し込んだパイプに加わる吸引力でパ

イプを通して水底にあるものを引き揚げるという装置であった。実際に、聖なるセノーテの発

掘時には、リンクと一緒に、エアリフト操作に精通していたノーマン・スコット（Norman Scott）

が参加している。 

 1960 年秋には、エアリフト等の器材とともに大規模な調査隊が組織された。この調査隊を率

いたのはメキシコ国立人類学歴史研究所のポンシャーノ・サラザー（Bonshano Salazar）で、潜

水を行うのは、メキシコ海軍のダイバーと CEDAM の会員であった。その他考古学者やアメリ

カ放送会社（ABC）のカメラマン、ナショナル・ジオグラフィック協会の水中写真家であるリ

トルハールズが参加した。トンプソンの発掘と比較しても、近代的で大規模な調査隊であった
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ことは間違いない。また、メキシコの自国の調査隊であったことは大きな意味があり、自国に

存在する歴史的遺物を自分たちの手で発掘したいという願いがこの調査隊にはあった。 

 発掘に先立って、セノーテの淵にデリックが建てられた、トンプソンの発掘時同様に、南端

の廃墟跡がその場所に選ばれたが、今回は浚渫器ではなくダイバーを水面に降ろすためのエレ

ベーターとしての役目のためであった。またこれも同様に、ダイバーのためのはしけが水面に

浮かべられた。調査開始時に状況把握のために潜水したリトルハールズは次のように述べてい

る。「周りの雰囲気は不気味であった。インクを水に流したように暗く、ライトをつけても自分

の腕より先は見えない。12ｍ潜ったところで手を動かしてあたりの木や岩の様子を感じた。泥

が水底から巻き上がり、ライトは役に立たなかった」（バージェス 1999：72）。1960 年の発掘

においてもやはり透明度の悪さが障壁となった。そのため、セノーテ水底のマッピングには一

週間が費やされた。ダイバーが交互に潜水して手探りで水面下の環境をプロットしていくとい

う作業、は相当の根気が必要であることは容易に想像できる。 

 この発掘における基本的なシステムは、水面に設置された台船から水底に延びたエアリフト

のホースの先端をダイバーが持ち、掃除機で掃除をする様にして水底を発掘し、エアリフトの

もう一方の端は台船から空中に向かって垂直に開口しており、吸い上げた水、泥等の堆積物、

遺物がそこから間欠泉の様に吹き出して台船上に落ちるという仕組みであった。発掘初日にし

て、台船の上で最初の遺物が発見された。それは、トンプソンが最初に発見したのと同様のコ

パールであった。そこから数週間は、エアリフトとダイバーによる発掘が行われたが、引き揚

がる遺物のほとんどがトンプソンの発掘したものと同様のものであり、特に陶器片は無尽蔵に

次々と出土した。発掘開始から 1 か月目に、はじめて雨の神チャックを形取った木製彫像が出

土した。また、トンプソンの発掘時には出土しなかったものとして、新しい人工物が大量に出

土した。すなわち、何世代にもわたって観光客が投げ込んだメキシコ、アメリカ、中南米諸国

のコインである。こうした報告事例は、セノーテのような特殊環境の適切な保存の必要性を示

唆している。 

 新たに導入されたエアリフトは、発掘の効率化に大きく寄与した半面、トラブルも多かった。

ダイバーが視界の無い水底でホースを扱うのは容易な作業ではなく、直径 10 ㎝のエアリフト

ホースは、木や岩などの堆積物で頻繁に詰まり、その都度発掘は中止された。発掘開始から 4

か月が経ったころ、エアリフトの不調に加え、新たな理由により発掘は完全に中止された。メ

キシコ国立人類学歴史研究所の通達によれば、エアリフトによる発掘では、遺物が原位置から

移動してしまい、その位置関係から考古学的考察が不可能になってしまうためであった。トン

プソンの行った発掘に対しても同様の指摘が行われたが、CEDAM によって行われた 1960 年

の発掘においても、手法や使用機材は変遷を遂げていたものの、学術的な観点から見れば不完

全な発掘作業であったという点は指摘するまでもない。 

 再び聖なるセノーテで発掘が試みられたのは、CEDAM の発掘から 7 年後の事であり、計画

したのはエアリフトの技術者であり、前回の発掘にも参加していたスコットであった。前回、

メキシコ国立人類学歴史研究所からの中止勧告を受けスコットは、完全な考古学的発掘を行う

ために、驚くべきことにセノーテの水をすべて汲み上げるという計画を考えていた。しかしこ
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れには莫大な資金と人材を確保する必要があり、その準備のためにスコットが奔走した期間と

いうのが、この空白の 7 年間であるといえる。スコットは、自身で各国を飛び回り発掘に関連

できる企業との折衝に臨み、実際それに成功した。また、スコットは自身の計画をロメオとメ

キシコ国立人類学歴史研究所に説明し、CEDAM からはダイバー、メキシコ国立人類学歴史研

究所からは考古学者に加え、管理にあたる人材の提供を取り付けた。 

 1967 年 9 月にスコットの描いた青写真は実行に移され、聖なるセノーテの淵からは吸い込み

ホースの取り付けられたポンプが設置され、くみ上げた水はもう一方のホースを通り近隣に位

置する干上がった池に放出されるシステムが構築された。揚水作業は同年 9 月 23 日に開始さ

れ、その日のうちに水深は 30 ㎝低下した。そこから６日間絶え間なくポンプを動かした結果、

雨が降らなかったことも幸いし水深が２ｍ以上も低下したことが確認されている。水深低下に

よって露出したセノーテの縁辺では、少人数の考古学者たちによる発掘が同時進行で開始され、

陶器片や翡翠のビーズが出土している。 

また、排水ホースに岩石等が詰まることを懸念したスコットは、ダイバーによる岩石等の除

去作業も同時に行ったが、再び透明度の悪さがその障壁となったため、スコットはセノーテの

水の浄化することで透明度の改善を試みた。これには塩素消毒が適しているとして、塩素ガス

を水中に混入させる方法が考えられたが、水中にガスを送気するポンプはなく手動のポンプを

使用して台船の上に据え置かれた２トンの塩素ガスタンクから作業は行われた。しかし、タン

クから送り出され圧力の下がったガスが急激に冷やされ、それに伴いホースが破裂してしまっ

たため、セノーテ水面上に致死性のガスが充満するというトラブルが発生し、水の浄化計画は

ここで頓挫した。 

揚水作業は昼夜行われたが、水深が 3.6ｍ下がった後は、徐々に水深低下の速度は低下し、4

ｍ手前で完全に水深の変化は止まってしまった。これにはセノーテの構造に理由があると考え

られる。先にも述べたように、水脈系の一部であるセノーテにはスプリングやサイフォンとし

ての機能があり、一方のセノーテ（この場合、聖なるセノーテ）の急激な水量の低下を人為的

に促進したため、聖なるセノーテに接続するスプリングパッセージを通して新たな水の流入も

増加したことが要因であると考えられる。 

この新しい事態に、計画の変更が余儀なくされたスコットは、完全な汲み上げを断念し、現

在の揚水ペースを維持しつつも、新たに導入したろ過装置による透明度の向上を図り、そうす

ることでダイバーによって写真による記録が可能になると考えた。実際、ろ過を開始して 4 日

目に透明度は 2.4ｍまで増した。透明度が増したため水中にダイバーを潜行させ作業を開始し

たが、ダイバーが作業をすると水底の堆積物が巻き上がり、一瞬にして透明度は低下し、振り

出しに戻ってしまった。そのため、その後は 3 日間のろ過の後、潜水による作業を行うという

非効率ともとれる作業工程が踏まれたが、実際この発掘では、今までの発掘と比較して、詳細

な記録作業が行われたことに加えて、6000 点近い遺物の発掘にも成功している。スコットによ

る発掘は 1968 年 4 月に終了し、これが最後の大規模な聖なるセノーテの発掘となった。スコ

ットの発掘は、試験的な様々な試みとよりもむしろ考古学的な発掘の体を成していたというこ

とが非常に評価できる。しかし、揚水が完全に成功しなかったという点においては、この時期
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には未だ、セノーテの持つ自然科学的な仕組みにはそれほど目が向けられていなかったという

現実は明らかである。 
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第 3 章 現代のセノーテ 

 

第 1 節 セノーテを潜るということ 

 

 紀元前からマヤ文明圏においては貴重な水源として、また紀元 1000 年からスペインの植

民地化までは聖地として人々の生活に関わりを持ってきたセノーテは、近代化に伴って多くの

学者や探検家の関心を引き、探索と研究の場として変化をしてきた。さらに現代においては、

そこに商業観光のレジャーダイビングの一大拠点としての側面も併せ持つ。特にトンプソンの

発掘以降、目的は様々であるが潜水という手法を用いて人間とセノーテが関わりを持っている

という大きな共通項がある。本論文では、発掘や探索を目的として行われた幾つかの挑戦的な

セノーテにおける潜水作業を紹介してきたが、それらの多くの潜水がケーブダイビングという

潜水分野の発展の一端に寄与したことは疑いない。また、ケーブダイビングの発達こそが、セ

ノーテの姿をより鮮明にしてきたともいえる。ここでは、互助関係にあることは間違いのない

ケーブダイビングとセノーテについて、潜水技術の成熟過程ともに考察を加えていきたい。 

 

ケーブダイビングとは 

 

 これまで複数回にわたって言及してきたケーブダイビングとは、2 つの全く異なる技術体系

の中に位置している。前者は、ケービングという技術体系のなかの１つという捉え方である。

ケービングとは広く一般的に、探索のため洞窟（ケーブ）に入ること、またそれに伴って必要

不可欠な技術全般の事を意味している。洞穴学等の学問分野においては、学術研究を目的とし

たケービングを特にスぺレオロジー（Speleology）ともいうが、そことの明確な区別はここで

はあまり意味を為さない。ケービングという分野には、様々な洞窟を安全かつ効率的に探索す

る技術が体系化されており、そのうち水没洞窟の深部へ探索に入る１つの方法としてケーブダ

イビングが存在している。 

 後者は、現代のスクーバダイビングという完成された技術体系のうちの１つとして位置する

という捉え方である。セノーテをはじめとする各地の水中洞窟で活躍する多くのケーブダイバ

ーは、このスクーバダイビングの訓練課程を経ている。 
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 スクーバとは、自給気式水中呼吸装置の事を指し示しており、元々は、1943 年にフランス

の海軍士官であったジャック・イブ・クストー（Jacques-Yves Cousteau）により開発され、

その後、アメリカ海軍において軍事利用を目的としてさらに発展的に開発された。ダイバーは

背中に背負ったシリンダー（圧縮空気タンク）からレギュレーターを通して呼吸が可能で、フ

ーカー潜水（図 57）と異なり、独立した装置を持つことで、水中での制限が飛躍的に軽減さ

れた。しかし、初期のスクーバ器材は非常に高価であったことや、スクーバダイビングの黎明

期における指導者の多くが第二次大戦の帰還兵であったことに起因して、軍隊式の細密で長期

間におよぶ潜水訓練が主流であったため、一般的に普及されることはなかった。その後、スク

ーバ器材を専門とする企業が多く出てきたことや、技術的な進歩によって 1960 年代を境に比

較的安価で機材の購入が可能になった。それに伴い、各地の水域ではあらゆる目的において潜

水が行われるようになったが、途端に潜水事故が増加することになった。本論文でも紹介した

セノーテ・シュラカーにおける減圧症の事故事例と同様の潜水事故は、当時は一般的に教育さ

れることがなかった減圧理論とそれを実行するための安全管理、そしてそれらを複合的に応用

し体系化された潜水法を正しく伝える教育の体制が整っていなかったことに原因の一端があ

る。こうした事態とスクーバダイビングを商業化しようという流れを汲んで、1954 年にはア

メリカで初めて、潜水指導団体が誕生した。そののち幾つかの指導団体が誕生し、今日におい

てダイバーは指導団体に籍を置いて、一定の訓練課程を受講し、多くの段階において確かな技

術と知識が認められた者だけが、訓練の限界内での潜水が認められてきている。 

 

    
図 61:シングルシリンダーのスクーバ（撮影:松永） 図 62:カバーンエリアのシングルシリンダーダイバー（撮影：松永） 

 

 各指導団体においてその教育課程や段階分けに多少の差異はあるものの、それぞれの団体

は、基本的なスクーバ潜水教育の基礎段階とそこから派生するより高度な潜水という段階を明

確に区別している。このうちケーブダイビングは、一般的なレジャーダイビング（スポーツダ

イビング）ではなく、より高度なテクニカルダイビングと呼ばれる領域に位置している。商業

化されたレジャーダイビングにおいては基本的に、シングルシリンダー（1 本のタンク）を用

いて、水深 40ｍ以内の非閉鎖空間（水面が開けている水域）で行われ、さらに減圧不要限界

を超えることなく浮上するということが条件である（図 61、図 62）。こうした制約は、安全
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上の理由はもちろんであるが、それ以上に、商業的にスクーバダイビングを普及させるという

点において、教育課程を煩雑な内容にすることなく、より単純明快なルールとシステムで構成

する必要があったからに他ならない。 

 ケーブダイビングは多くの点において、一般的なレジャーダイビングとは異なっているが、

レジャーダイビングで用いられる基本的な知識や器材は、ケーブダイビングでも同様であり、

テクニカルダイビングもその基礎的な教育の延長線上に位置している。ケーブダイビングが一

般的なダイビングと最も異なる点は、洞窟内という閉鎖環境である。ダイバーの間ではオーバ

ーヘッド環境と呼ばれるこうした特殊環境では、多くのリスクが生じる。まず、水面の無い洞

窟内部では直接浮上することができない。空気の欠乏、器材の不具合、体調不良等々のダイバ

ーが陥る可能性のある問題が発生した場合に、即座に浮上するという選択肢は存在しない。こ

れは、ケーブダイバーが負っているもっとも重大なリスクであるといえるが、これら緊急事態

に対処するために、ケーブダイバーはリダンダンシー（Redundancy）を兼ねた装備を行う。

このリダンダンシーとは、文字通りでは冗長化を意味しており、ケーブダイバーの間では、予

備の器材または、付加的にバックアップとしての機能を持った装備の事を指して用いられる言

葉である。つまり、ケーブダイバーたちはあらゆる潜水中の問題に対して、浮上という選択肢

を選ぶことなく対処できる様に、水中ライトやマスク（水中ゴーグル）等あらゆる器材のバッ

クアップを携帯して潜水を行っている。また、それらの装備に限らず、潜水計画やチーム編成

においてもリダンダンシーを踏まえて準備を行う。 

 ケーブダイバーの一般的な装備は、ダブルシリンダーである。これは空気の確保に対するリ

ダンダンシーで、携帯方法は一般的に２通りある。1 つはダイバーがバルブで連結された２本

のシリンダーを背負い、バルブに接続された１つのレギュレーターから給気を受けるバックマ

ウント（図 64）、もう一方はダイバーがシリンダーを体の両脇に抱えるようにして固定し、そ

れぞれ独立したレギュレーターをシリンダーに接続するサイドマウントと呼ばれる方法である

（図 63）。セノーテをフィールドとして活動するケーブダイバーたちの話によれば、近年はサ

イドマウントの方がより好まれる傾向がる。それはバックマウントでは、背中にタンクがある

ことに起因して、狭い空間でのシリンダーバルブの操作が困難であることや、２本のシリンダ

ーが一体化しているバックマウントでは水中での着脱が困難であることが挙げられている。潜

水中のケーブダイバーは、リストリクションと呼ばれる狭い空間（人ひとりが通れるような空

間）を通過することがあり、その場合はタンクの固定を取り外し、タンクと体を分離すること

で空間への侵入を試みることがあるが、その際にサイドマウントの方がタンクの固定具がより

手の届く範囲にあるため、パッセージのより深部への侵入には有利なことが分かっている。 
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図 63:サイドマウント（撮影：赤松）            図 64:バックマウント（撮影：赤松） 

 

 装備については簡単に述べたが、ケーブダイバーの潜水計画や潜水手法にも特筆すべき特徴

が散見される。例えば、ケーブダイビングの潜水計画には、空気管理に対して３分の１ルール

というものが存在する。これは１人のダイバーが往路に使用できる空気量の限界を定めたもの

で、シリンダー内の圧力が３分の２を下回った時点で折り返すことが徹底されている。これ

も、空気管理に対するリダンダンシーの１つと捉えることができる。また、ケーブダイバーは

セノーテをはじめとする水中洞窟を進行する際、リールを用いてライン（ロープ）を引きなが

ら潜水を行い、帰路はそれを巻き戻しながら潜水を終了する（図 65）。これは、迷路のように

複雑な内部構造を持つ水中洞窟で確実に出口にたどり着くためのもっともシンプルな手法であ

るとともに、視界が制限された状況に陥った場合にもこれは有効となる。ケーブダイバーにと

って、このラインの扱いは必須技術であり、チームで潜水を行う場合は、チーム内でもっとも

熟練した経験を持つダイバーが扱うことが多く、ラインの留め方、シグナルマークの置き方

（図 66）、巻き取り方には一定のルールが存在し、それらを遵守することがチームの安全管理

の要となっている。 

 また、ケーブダイバーと一般的なダイバーにはトリムの取り方に違いがみられる。ここでの

トリムとは、ダイバーの水中姿勢とそれを可能とする浮力コントロールのことを指しており、

ケーブダイビングを含むすべてのスクーバ潜水においてダイバーは BCD（Buoyancy Control 

Device）と呼ばれる浮力調整器具と自身の呼吸によって、水中で中性浮力を取ることができ

る。中性浮力とは、ある一定の水深（水圧）において浮き上がることも沈むこともない、いわ
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ば物理的に均衡している状態を指しており、これをあらゆる水深、環境で取るための浮力コン

トロールは、必要最低限のフィンキックでの水中移動を可能にする以外にも、安定した水中姿

勢を保つためにダイバーが習得しなくてはならない必須技術である。通常、浮力コントロール

を習得し水中で常時、中性浮力の状態になることができるダイバーは、水底に対して腹ばいに

なるようにし、やや上半身が前を向き、背中のタンクが水面側にくる様なトリムになるが、ケ

ーブダイビング中のダイバーは完全に水底と体が平行になるように姿勢を保ち、膝を折るよう

にして頭より高い位置でフィンキックを行う。これはホリゾンタルトリム（図 67）、特にフィ

ンキックに関してはフロッグキック（図 69)と呼ばれており、ケーブダイバーにみられる特徴

の一つである。ダイバーが洞窟内部において一般的なトリムとフィンキックを行うと、シルト

（堆積物）が水底から巻き上がり、致命的な視界喪失を招いてしまう（図 68）。そのためケー

ブダイバーたちは、水底にフィンキックによる水流が当たらないように上記の様な姿勢をとっ

ている。また同じ理由から、水底に着底することは原則行わない。 

これらの技術を洞窟内部の閉鎖空間でシルトを巻き上げずに、かつ内部の構造物に触れずに

実行するためには、一般的なダイバーとは比較にならない程に緻密な浮力コントロールが求め

られる。私自身、比較的広い海域でのダイビングにおける浮力コントロールには多少の自信が

あったが、セノーテで潜水を行うにあたって受けた訓練では、足や手を一切使うことなく、一

定の水深で完全に静止することを要求され、自身の浮力コントロールの不完全さを痛感した。

こうした一連のケーブダイバーの技術は長期におよぶ訓練と実際の洞窟での潜水経験を積み重

ねることで常に維持されており、同時にその技術は閉鎖空間という特殊環境では必ず受ける心

的なストレスに耐えうる精神力という基盤の上に成り立っているという点もここで付言してお

きたい。自身がセノーテで出会ったプロのケーブダイバーたちも恒常的に訓練を行っており、

人類未踏の水中洞窟で遭遇するいかなるトラブルにも対処可能な技術と経験を身に着けるべく

日々努力する彼らの姿には、常に感銘を受けざるを得ないでいる。 

 

 

  

図 65:リール（TDI 2010:56）               図 66:シグナルマーク （TDI 2010: 65）  
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図 67:ホリゾンタルトリム（TDI 2010:42）    図 68:フィンキックによるシルトの巻き上げ（TDI 2010:48）  

 

  

  図 69:フロッグキックの動作 （TDI 2010:42）        

 

ケーブダイビングの歴史 

 

 現在の体系化されたケーブダイビングが構築されるにあたっての歴史に目を向けると、技

術の発達によって３つの時期に区分することができる。時期を分けている２つの転換期となる

のは、前項でも紹介した 1943 年のクストーによるスクーバの発明と 1970 年代後半から 1980

年代にフロリダのワクラ・スプリングで行われた探査で用いられたミックスガスとシス・ルナ

ーMK1 と呼ばれるコンピューターによる自動制御機能の付いたリブリーザーの登場である。 

スクーバ誕生以前の水没洞窟の探索は、ケーブダイビングの源流と位置づけられるが、その
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様相は現在とは大分異なっている。例えば、トンプソンが聖なるセノーテで行ったフーカー潜

水はまさに初期のケーブダイビングであり、同時にセノーテで初めて行われた潜水となった。

トンプソンによる潜水の前後の時期にも、スクーバを持たずして水没洞窟の深部への探索を試

みた人物は存在し、それはまさにケーブダイビングの初期形態である。現代のケーブダイビン

グの端緒となった潜水をいくつか紹介していきたい。 

洞窟の深部へ踏み込もうとする人類の目的は様々であるが、その試みは古くから行われてき

た、そのうち潜水を伴う水没洞窟への侵入は特に難度が高いといえるが、1932 年にはノルベ

ール・カストレ（Norbert Casteret）という人物が驚くべきことに、スクーバやヘルメットの

ような器材を全く用いずに身一つでピレネー山脈のモンテスパン洞窟の水没部への侵入を試み

たという特異な例も存在する。カストレは、実際にゴム製の水泳帽の中にマッチとろうそくを

入れ、それのみを携えてモンテスパン洞窟の水没部へ挑み、エアドームからエアドームへパッ

セージを泳いで渡り、300ｍも進んだ空間で 2 万年前のものとされる動物の粘土像を発見して

いる。手探りのみで進んだパッセージの先にエアドームが存在する保証はなく、これは無謀な

試みであることは一目瞭然で、カストレ自身もそのリスクの大きさを理解していたはずだが、

カストレは実際のところは生還し、先史時代の彫像の発見という考古学的記録を残した。 

モンテスパンの潜水より近代的な潜水は、1850 年代にはすでに限られた探検家によって行

われており、これらのほとんどがトンプソンも利用したフーカー潜水に種別され方法で行われ

ている。この時代のフーカー潜水の器材やホース等はそれぞれ個人が製作した器材を用いるこ

とがほとんどであり、世界的に共有されている完成されたシステムが存在していたわけではな

かった。そのため、本論文では、水面上から送気を行ってダイバーの呼吸を可能にしていると

いう点においてのみ共通している潜水をフーカー潜水として紹介していきたい。 

1850 年にはジョージ・キング（George King）という人物が金属製のヘルメットとホースを

用いて、フロリダのワクラ・スプリングの水底でマストドンの骨格化石を発見している。それ

から 30 年近く後には、ヨーロッパのフランスにあるヴォルクリューズの泉においてもオッ

ト・ネリ（Otto Neri）という人物によってフーカー潜水が行われた。ネリは、池の水底に開

かれた開口部から 50 度ほどの傾斜を下ってパッセージを進行したが、それは水深にして 20ｍ

程度の潜水であった。1800 年代後半からトンプソンの潜水までのこれらの潜水に共通してい

ることの一つに、それらの潜水は厳密にいえば、ケーブダイビングには当たらないという点に

ある。先にも述べた通り、現代においてのケーブとは、自然光の入らないエリアでの潜水を指

している。19 世紀の段階の潜水では技術的な制約から、より深部のパッセージへの侵入は不

可能であったため、カバーンエリアでの潜水が主であったといえる。 

当時の記録から、ケーブダイビングとカバーンダイビングの厳密な線引きを行うことは非常

に難しいが、スクーバ誕生以前に現代の定義におけるケーブの深部への侵入を達成した潜水と

しては、1934 年にグレアム・バルコーム（Graham Balcombe）とジャック・シェパード

（Jack Sheppard）によって行われたイギリスのウーキーホール洞窟系の潜水が挙げられる。

また、この潜水はイギリスにおける最初のケーブダイビングともなった潜水である。ウーキー

ホールと名付けられたこの水没洞窟は、イングランドのサマセット州を流れるアックス川の水
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源にあたる。まだダイビングという言葉が一般的ではないこの時期のイギリスにおいては、自

転車のペダルを利用して作られた送気装置と長いホースを持って洞窟に向かう二人の男はとて

も奇妙に映ったであろう。潜水を行うバルコームが身に着けていたのは、水泳パンツとゴーグ

ル、水中ライトのみであり、送気されるホースは口に直接咥えていた。バルコームの記録によ

れば、潜水過程において耳抜きを行うといった基本的な知識もなかったというから驚きであ

る．第一回目の潜水では視界の低下と送気が送気圧力の限界から、パッセージを進行すること

は出来なかったが、第二回目の潜水は 6 人のチームで行われ、パッセージを進行し、次々と内

部のエアドームに基地を作りさらに深部への潜水を行っている。こうした点からも、これがれ

っきとしたケーブダイビングであったことが理解できる。12 年後に旧式のリブリーザーを用

いて行われた再調査も含めれば、11 個のエアドームに基地を作り、古代ローマの壺や水差し

等の発見もあった。ウーキーホール洞窟系では、エアドームが多く存在し、またそれらが一定

の大きさを持ち、そこに送気装置を設営できたことがより深部への潜水を可能にしたといえる

が、ヴォルクリューズやワクラ・スプリング等の水深の深い洞窟では、ダイバーと送気装置が

ホースで結ばれていたことが限界を決めていた。クストーのスクーバの発明は、それらの制約

を解決した革命であり、そこからケーブダイビングは大きく前進する。 

1946 年 8 月 24 日、スクーバを用いた初めてのケーブダイビングが、ヴォルクリューズの泉

で始まった。ネリが初めて潜ってから 65 年近くの歳月が過ぎたこの泉で初めてのスクーバ潜

水を行ったのは、スクーバ潜水の生みの親であるクストー本人である。クストーを含めた 6 人

のフランス海軍の将校で構成されたこの潜水チームは、1943 年のスクーバの発明以降、スク

ーバによる潜水訓練を積んでおり、あらゆるトラブルを想定した器材と計画を準備していた。

保温性の高いゴムの潜水服、体積調節型潜水服（空気溜めがついており自身の呼吸によって浮

力を調節できる仕様であった。現代におけるドライスーツの初期の仕様といえる）、１人３本

のシリンダー、マスク、ナイフ、フィン、ウエイト、90ｍのロープ等の器材の数々は、当時の

最新の機材であり、これらは現在のスクーバダイビングの原型となっている。また潜水手法も

２人１組のバディーシステムによって交互に潜水が行われ、予備のタンクを事前に設置する等

の安全策は、現代の潜水計画でも応用されている。実際にセノーテ等の長距離におよぶパッセ

ージの潜水計画では、事前にパーマネントラインを設置し（巻き取らないライン）、予備タン

クを一定の間隔で置く等の本調査のための準備潜水が行われることが多い。 

クストーらによる一連の潜水準備は完璧と思われたが、実際、対処不可能な問題に直面し

た。彼らは、幾度かに分けて潜水を行ったが水深 60ｍ付近で窒素酔いに襲われ、意識を失っ

た１人のダイバーが死亡する事故が発生した。窒素酔いとは血中に溶け込んだ窒素量が増加す

ることで引き起こされる一種の麻酔作用である。現代ではレジャーダイバーにも教育される基

本的な知識であるが、スクーバを使用した初めての大深度潜水であったクストーらには、それ

が障害となった。個人差はあるものの、通常分圧の圧縮空気を詰めたシリンダーでは水深約

25ｍ以上で窒素酔いを引き起こす可能性があるといわれており、私も実際にセノーテの潜水時

に軽度の窒素酔いを体験した。飲酒時の酩酊状態に近い感覚に陥り、一瞬自身の位置や取るべ

き行動がわからず理性を失う。自身の場合は、理由なく手に持っていたカメラを手放してしま
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った。症状が軽度であり、知識があれば自身が窒素酔いであると認識した時点で浮上を開始で

きるが、クストーらの潜水では 60ｍという大深度と洞窟内部という閉鎖環境に起因して、即

時浮上は困難であったと想像される。たしかに、スクーバの誕生はより深深度での活動を可能

にしたが、さら洞窟深部への進行を行うためには体内に蓄積される窒素への対処という新たな

壁が生まれたのもこの潜水からである。 

クストーは潜水記録の中で、今では窒素酔いと呼ばれるこの麻酔作用を「深海の歓喜」と表

現して記録したことから、圧力下で窒素が身体に及ぼす影響は徐々に知られるようになった。

しかし、1953 年にアメリカにおける初めてのケーブダイバーとなったジョン・リンドバーグ

（Jon Lindbergh）もカリフォルニアのバウアー洞における潜水中に窒素酔いによる潜水への

弊害を記録している（バージェス 1999：53）。 

アメリカの海洋学者であるギャリ―・サルスマンを中心としたチームが、1950 年代後半か

ら 1980 年にかけてフロリダのワクラ・スプリングで長きに渡り潜水調査を行ったが、そこで

の技術的な創意工夫が窒素というダイバーに対する弊害に解決策を提示した。サルスマンらは

クストーの記録等から、窒素に麻酔作用があることは知っていたが、1960 年代の潜水では明

確な対処法は見いだせず、通常の圧縮空気を用いて潜水を行っていた。しかし、窒素酔いの症

状を訴えるダイバーは後を絶たず、潜水時間を 15 分に制限する等のルールを作り、調査を続

けていた。1970 年代に入ると当時の技術者であったウィリアム・ストーン（William Stone）

が閉鎖式循環呼吸装置という新たな潜水器材（リブリーザー）の提案をし、数年後、制作会社

での試作を重ねた結果、それは 80 年代に入って完成した。このリブリーザーはシス・ルナー

MK1 と呼ばれ、ダイバーの呼気から科学的に二酸化炭素を除去して酸素を加え、その混合気

体をダイバーが吸入する仕組みであり、3 本のガスシリンダーと多くの計器、ホース類、付属

品、制御のためのコンピューターで構成されていた。これは現在、主に海洋における大深度潜

水に多く用いられるリブリーザーの原型であるが、シス・ルナーMK1 は器材が複雑で、非常

に大きく、ダイバーの水中での動きを制限するため、ワクラでの試験的な使用に留まってしま

った。 

1980 年代半ばには、リブリーザーとは別に科学的により長時間の洞窟潜水を可能とする道

が開けた。これがガスミックスという手法であり、現在のケーブダイビングにおいてもっとも

使用頻度の高い手法となっている。 

通常のシリンダー内の圧縮空気は、酸素が約 21％、窒素が約 79％で構成されており、水面

（1 気圧下）での分圧は、それぞれ 0.21 と 0.79 である。潜水にともない周囲の圧力が上がる

ことに比例して、ダイバーが吸気する際の分圧も上昇する。例えば、水深 40ｍ（5 気圧下）

では、酸素分圧 1.05、窒素分圧 3.95 となり、これは窒素酔いの症状が出るには十分な窒素分

圧である。これに対応すべく使用されたのが、ヘリオックス、トライミックスと呼ばれる混合

気体である。最初に考案されたヘリオックスとは、窒素をヘリウムに置き換えた混合気体であ

り、これはヘリウムが不活性ガスでありながら、密度が小さく軽い気体であるため、麻酔作用

を引き起こしづらいということが理由であった。しかし、酸素分圧 0.21、ヘリウム分圧 0.79

のヘリオックスを用いたワクラでの潜水では、水深 80ｍで酸素中毒によってダイバーが死亡



 

59 

 

する事故が発生した。水深 80ｍでの酸素分圧は 1.89 であり、酸素によってダイバーが中枢神

経系の中毒症状を引き起こすとされる酸素分圧 1.6 という現在ではわかっている数値をはるか

に超えていた。また、密度の小さいヘリウムは、熱伝導性が高く体温が奪われるほか、血中に

溶け込む速度も速く、減圧が長時間になってしまうというデメリットも後になって判明した。

それらに対応して完成したのが、トライミックスと呼ばれる混合気体で、トライミックス

21/30 では、酸素分圧 0.21、ヘリウム分圧 0.30、窒素分圧 0.49 で構成されている。これは現

在も用いられている分圧であるが、この分圧では深深度での酸素中毒という問題は解決できな

いため、ボトムガスと呼ばれる酸素分圧を低くしたシリンダーを持っていくことでそれを解決

している。そのため、現在のテクニカルダイビングでは水面から中層域まではトラベルガス

（酸素 0.21 ヘリウム 0.30 窒素 0.49）を用いて、深深度ではボトムガス（酸素 0.14 ヘリウム

0.35 窒素 0.49）に切り替える等の潜水計画が立てられている。こうしたミックスガスは、そ

の混合段階において生じる小さな分圧の誤差でも、水中の圧力下においては、大きな分圧の差

となり、ダイバーの生死に関わることからその扱いは難しく、一般的なシリンダーとは異な

り、資格を持った者のみによって混合することが許されており、テクニカルダイビングにおい

ては、有資格者をブレンダ―と称する。セノーテにおいては、プラヤ・デル・カルメン市街に

ブレンダ―が常駐しているシリンダーステーションがあり、朝方になるとセノーテに向かうケ

ーブダイバーたちが、タンクを受け取りにやってくる（図 70、図 71）。 

 

  

図 70:シリンダーステーション（撮影：松永）       図 71：様々なシリンダーが並ぶ（撮影：赤松） 

 

技術や理論の発展にともない新たに増えたガスミックスのバリエーションや、減圧時間の変

化などについては、専門的で複雑な説明になるため、セノーテを主題に掲げる本論文では詳細

は割愛したが、科学的な理論に基づき発達した技術体系を持つ現代のケーブダイビングにおい

ても潜水事故の報告は一定数存在するのが現実である。特にセノーテに代表されるような長距

離のパッセージの進行では、未だ潜水が不可能とされる領域も多く、ケーブダイバーが様々な

技術的な工夫を重ねることで、ケーブに挑むという構図は今も昔も変わっていないというのが

実態である。 
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セノーテにおける潜水の特徴と実態 

 

 セノーテは、その数の多さや、世界最大規模の水中洞窟であることから、そこで行われる

潜水の種類や方法も多岐にわたる。また、プロダイバー、レジャーダイバーに関わらず、一年

を通して多くのダイバーが潜水を行うことができるため、セノーテには独自のルールや管理体

制が存在する。セノーテでの潜水の特徴について、本項では自身の実見を踏まえて包括的に論

じることにする。 

前述した通り、セノーテにおける潜水は、プロダイバーのみによる調査・探査を目的とした

潜水、または彼らがそのための訓練として行う潜水とスポーツダイバーがレジャーを目的とし

て行う潜水の２つに大別される。後者のレジャーダイビングは、プラヤ・デル・カルメンやト

ゥルム、カンクンといったセノーテの近隣に位置している都市部のダイビングショップが仲介

を行う。この点は、日本のみならず世界各地における商業としてのダイビング形態と何ら変わ

りはないが、潜水中のガイドをケーブダイバーが担っているという点は通常とは異なってい

る。セノーテでのレジャーダイビングは、カバーンエリアに限定されているが、セノーテのカ

バーンエリアにはかろうじて太陽光が確認できる程度の閉鎖的なパッセージも含まれており、

ケーブダイビングにおけるリスクに近い状況がレジャーダイバーにも起こりうることがその理

由である。実際に潜水中には、自身のライトの光のみを頼りに視界を確保する場面もあり、そ

のセノーテをよく知るダイバーでない限りは、カバーンエリアとケーブエリアの境界の見極め

るということは、実際のところ困難である。こうした理由から、セノーテにはパーマネントラ

インが設置されているほか、これより先がケーブエリアであることを明確に示す立て看板が水

中に設営される等の工夫が散見される（図 73）。また、レジャーダイビングにおいては、ガイ

ドを先頭としてライン上を移動することが徹底され、ラインから外れることなく一列で潜行を

行う（図 72）。この時、カバーンエリアのライン上からケーブエリアのライン上に誤って進行

することを防止するため、ケーブラインとカバーンラインは色分けされており、また直接ライ

ン同士を接続しないように、少し離れたところからケーブラインが固定されている。 
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図 72:ガイドを先頭に一列で潜水を行う（撮影：赤松）     図 73:ケーブエリアを示す看板（撮影：赤松） 

 

セノーテでのレジャーダイビングは、いわゆる海域でのカバーンダイビングと異なり、もっ

ともよりケーブダイビングに近い環境下で行われるため、通常はケーブダイバーにのみに求め

られるルールがレジャーダイバーに適用されることがある。例えば、空気の残圧管理に関する

３分の１ルールはレジャーダイバーにも適用されるほか、水底への着底の禁止や内部壁及び構

造物（石柱、石筍等）に触れることは禁止されている。そして、これらのルールを遵守するた

めには、レジャーダイバーにもそれ相応の浮力調整やフロッグキック等のケーブダイバーに通

じる潜水技術が必要であり、セノーテでのレジャーダイビングは他の水域でのレジャーダイビ

ングに比較して非常に高度であることは明らかである。こうしたリスクの高さから、ガイドを

行うケーブダイバーには引率する上での厳しい責任が問われる。事前のブリーフィングやスキ

ルチェックは入念に行われるほか、潜水中に別のケーブダイバーにそのチームの技術的欠陥を

指摘された場合は、即時浮上をしなくてはならないというローカルルールも存在している。 

こうしたセノーテ特有の水中または水上の管理体制およびルールは、レジャーダイビングの

場として開放されていながら、同時に高度なケーブダイビングの入り口でもあるという 2 つの

側面が混在している特異な性質から生まれたものであり、他には類を見ない光景である。 

一方、前者にあたるセノーテでのケーブダイビングの特徴は、そのパッセージの長さにある

といえる。サック・アクトゥン水系が現在判明しているだけで全長 347km の世界最大の地下

水系であることは前述したが、その規模のパッセージを一度の潜水で踏破することはもちろん

不可能であり、長いパッセージの進行は多くの潜水を繰り返すことで断続的かつ連続性をもっ

て行われている。特に、大規模な水系を誇るセノーテではそうした潜水手法が用いられる例が

多い。 

セノーテとセノーテを結ぶパッセージは長く複雑であることが多いため、ケーブダイバーた

ちは一定の仮説を立ててそれに基づいた探索を行う。例えば、セノーテ A からセノーテ B が

同一水系で接続されているという仮説に基づきそれを実証するための潜水を行う場合には、よ

り内部構造が詳細にわかっている一方のセノーテ A をスタート地点とし、幾度にも分けて潜

水を行う。潜水の都度、踏破した地点までのラインの設置とマッピングも実施する。その後、

一回の潜水でたどり着けない距離のパッセージの進行が必要になると、準備潜水としてシリン
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ダーを中継地点に置いておく等の工夫がされるほか、もう一方のセノーテ B からの潜水を行

うことも考えられる。 

こうした潜水において、ケーブダイバーたちが接続されているセノーテを推測する際や潜水

中に枝分かれしたパッセージに直面した場合に、別のセノーテに接続されている可能性がもっ

とも高い 1 つのパッセージを選択する際の判断材料としているのが、先にも紹介したアップス

トリームとダウンストリームと表現される流向である。同一水系に位置しているセノーテは、

水脈として機能しているため、どちらか一方がサイフォンでもう一方はスプリングの役割とし

て機能していることが多い（CEDAM が聖なるセノーテの水をくみ上げきれなかったのもこ

の理由による）。地下水系の流向は、ケーブダイバーにとってセノーテにたどり着くための重

要な指標となる。 

私が実際に潜水を行ったセノーテは、レジャーダイビングの場として開放されている著名な

セノーテがほとんどであり、所有者が明確で、管理も徹底されていた。もちろん、こうしたセ

ノーテを入り口としたケーブダイビングは行われているが、新たなセノーテの発見や探索を目

的とするケーブダイビングでは、未開の熱帯雨林の奥地のセノーテや、入り口の水面が直径

1m 程の水たまりのようなセノーテから潜水を行う例も存在する。こうしたセノーテは人の手

で管理されている場合はほとんどなく、潜水中に限らず、準備段階においても周辺施設等から

の援助は皆無であるといって良い。ケーブダイビングにおけるリダンダンシーについては先に

触れたが、この種のケーブダイビングではセノーテ入り口に機材一式を準備するまでに多くの

時間が費やされるため、潜水前に器材の不備や欠陥等の問題が起こると潜水自体が不可能にな

ってしまう場合が多い。特に、リダンダンシーの考え方に拠った入念な潜水計画が必要にな

る。チームを構成したケーブダイバーたちは、1 つの調査潜水の計画と準備に一か月以上を費

やすこともあるという。 

最後に、セノーテは世界最大のケーブダイビングの教育拠点であることも重要な特徴として

指摘しておきたい。セノーテが潜水教育の場として優れている点は、多種多様で広いフィール

ドを持つこと、都市部が近く、管理されたセノーテでは、人や機材の運搬が容易であることが

理由である。また、観光地としてレジャーダイビングのためにいくつかのセノーテが開放され

ていることで、ケーブダイバーが自身のダイビングショップを経営して、レジャー向けのガイ

ドを生業とするかたわら、依頼を受けた調査潜水や訓練潜水を行うといった体制をとることが

可能となる。そのため、セノーテを活動拠点にするケーブダイバーは多数であり、そこでは教

育体制の充実が必然的に観察できる。私もセノーテで潜水教育を受けた経験があるが、セノー

テにケーブダイビングを学びに来るダイバーたちは非常に多く、セノーテから毎年多くのケー

ブダイバーが誕生している。彼らの活動は、本論文でも論じてきた、セノーテにおける様々な

学問分野の研究を手助けし、セノーテの価値の普及そして保護という役割の中心を担ってい

る。 
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図 74:模擬ブリーフィングを行う私（撮影：松永）   図 75:訓練の修了を祝い握手を交わす松永さんと私（撮影：米本） 
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おわりに  

 

  本論文では、セノーテという 1 つの特異な地形に着目し、セノーテの地形の概要や様々な

学問分野における学術的価値について論じ、セノーテとはいかなるもので、マヤ古典期から現

代にいたるまで、どのようにセノーテが人間と関係を築いてきたのかという点に重点をおいて

議論してきた。 

 私が学部在籍時の卒業研究で行った聖なるセノーテの考古学的発掘の分析という内容からの

さらなる発展を試み、トンプソン以降の聖なるセノーテの発掘やセノーテ自体の形成過程につ

いても、より詳細な分析を提示した。特に、セノーテの形成過程についての分析は、セノーテ

における考古学または古生物学分野の発掘の際の潜水作業が抱える問題点の明確化につながっ

たと思料できる。 

 また、本論前半部において、古典期後期のマヤ人における宗教儀礼の場としてのセノーテ、

ユカタン半島北東部の水源としてのセノーテの姿を対比させたことは、セノーテを論じる上で

は必須の作業であるといえる一方、本文後半部において、1900 年代初頭から発展し続けたケ

ーブダイビングという技術体系についてその変遷をたどったことは、セノーテ研究がケーブダ

イビングという脈絡の中で議論されなければならないテーマであるということを如実に示し

た。セノーテがより明確にその存在を世間に理解されるようになったのは、潜水技術の向上に

起因していることに間違いはなく、現代においてもセノーテにおける各種分野の調査の最前線

に位置するケーブダイバーの活動に着目することは、現代における人間とセノーテとの関わり

に着目することでもある。 

 コロナ禍のため、博士前期課程に在学中は、事前に計画していたメキシコのセノーテにおけ

る現地調査は全く不可能となり、セノーテ・シュラカーでの調査、潜水活動、現地のケーブダ

イバーやセノーテの管理者からの聞き取り調査などはすべて実施できなかった。しかしなが

ら、今後とも機会を見つけて、私自身はセノーテでの潜水や現地調査への参加を模索していく

予定である。より具体的かつ最先端のセノーテにおける探査潜水あるいは考古学調査の現状に

ついても情報を収集していきたい。また、考古学、古生物学分野に含まれる遺物および化石の

発掘報告のあるセノーテの保護実態について、行政と法律の観点からより詳細な現地調査なら

びに文献調査を継続していくということも今後の課題としたい。 

 最後に、本論文を執筆にあたってご指導、ご協力いただいた岩淵聡文教授はじめ、Iguana 

Divers 代表 松永達也氏、SDI TDI ERDI JAPAN 代表 加藤大典氏、一緒にセノーテに潜っ

ていただいた多くのケーブダイバーに心からの謝意を表したい。 
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